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概要 1
この章では Unify NXJ プログラ ミ ング言語の概要を説明します。 NXJ プログラ ミ
ング言語は、 NXJ アプリケーシ ョ ンレベルのオブジェク ト をサポートするビジネ
ス言語でコンパイラも付属しており、 Java 2 Platform, Standard Edition （J2SE） で提
供される Java オブジェク ト もサポート しています。

NXJ プログラ ミ ング言語の機能はオプシ ョ ンなので、NXJ プログラ ミ ング言語を使
わな く ても対話型のデータベース操作を行うアプリケーシ ョ ン全体を定義できま
すが、 NXJ プログラ ミ ング言語を使えばアプリケーシ ョ ンデザイナのフォームや
フ ィールド コン ト ロールのプロパテ ィでは提供されていないカスタマイズを行う
ことができます。

イベン ト駆動の実行

重要なのは、 NXJ プログラ ミ ング言語では NXJ アプリケーシ ョ ンをイベン ト駆動
で実行するという考え方であることです。 実行時にあるイベン トが発生した場合、
例えば、 ユーザが NXJ ツールバーの 検索 ボタンを押下した場合、 NXJ インタラ
クシ ョ ンサーバは一定のタスクを開始し、 対応する検索操作が実行されます。 

このような実行形態により、 NXJ プログラ ミ ング言語文は、 フォームスク リプ ト
（あるイベン トが発生したときに、 実行する NXJ インタラクシ ョ ンサーバへの命
令を示したファイル） に記述されます。 例えば、 AFTER FIND イベン トセクシ ョ
ンにフォームを検索した後で実行するビジネスルールを記述して、 レコードの選
択セッ トの列の合計を出すこともできます。

NXJ プログラ ミ ング言語の機能

NXJ プログラ ミ ング言語は、 従来のプログラ ミ ング言語よりも速く簡単にビジネ
スロジックが作成できるように設計されています。 この利点を実現するために、
NXJ プログラ ミ ング言語には次のような機能が備わっています。 
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• フォームのフ ィールド コン ト ロールに相当する変数が自動的に宣言され、 対
応するデータベースの列にバインド

• JDBC インタフ ェースではな く標準の SQL文で記述

• NXJ変数を使う と、 データベースの null になり うる値を保持

• 必要に応じて JavaBean形式のプロパテ ィ をプログラ ミ ング可能

• NXJ プログラ ミ ング言語スクリプ トは、 アプリケーシ ョ ンデザイナのスク リ
プ トエディ タを使って構文要素の自動補完機能を利用した編集が可能

NXJ プログラ ミ ング言語には以下のような仕様があるので、Java プログラマは注意
が必要です。

• 式を持つプロパテ ィ を設定する場合、 Java プログラムでは式は設定時に評価
されますが、 NXJ プログラ ミ ング言語では設定時には評価されず式を持つプ
ロパテ ィが使用されるたびに評価されます。 これには以下のプロパテ ィが該
当します。

• clearAddExp
• clearFindExp
• zoomReturnExpressions

• NXJ変数と Java変数では nullの扱い方が異なります。

フォームスクリプ ト を使用する理由

NXJ アプリケーシ ョ ンは、 通常以下のような機能を提供するためにフォームスク
リプ ト を使用します。

• 実行時の条件に基づいて、 フォーム、 データビュー、 フ ィールド コン ト ロー
ル、 コン ト ロールオブジェク トのプロパテ ィ を上書きできます。 例えば、 注
文書のフォームで、 ユーザが現在住んでいる州と “州” フ ィールドが異なる
場合にのみ、 州によって税率が違うので “税” フ ィールドを利用可能にする
ことが、 NXJ プログラ ミ ング言語文では、 "税 " フ ィールドの ENABLED と
VISIBLE プロパテ ィ を TRUE に設定することで実現できます。 また、 NXJ プ
ログラ ミ ング言語を利用して、 ユーザがフォーム上のフ ィールドに入力した
値を判定し、 無効なデータが入力されたフ ィールドのラベルを赤のイタ リ ッ
ク書体で表示させることもできます。

• フォーム上に対応するフ ィールド コン ト ロールがない場合でもデータソース
のデータが操作できます。 例えば、 特定の列の合計を計算したり、 注文時の
税額を計算できます。
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• コマンドを待ち行列に入れて、 プログラム的に操作を ト リガーできます。 詳
し くは、 NXJ Javadoc で NXJSession フ ァウンデーシ ョ ンクラスの
queueCommand メ ソ ッ ドを参照して く ださい。

• アプリケーシ ョ ンの実行前と実行後にアクシ ョ ンを実行します。 例えば、 カ
ウンタ変数の初期化やクリアを行います。

フォームスクリプ ト とは ?
フォームスクリプ トは、 アプリケーシ ョ ンデザイナで作成して管理するファイル
です。 プロジェク トのフォームクラスを作成すると、 アプリケーシ ョ ンデザイナ
でフォームスクリプ トのテンプレートが作成されます。 フォームスクリプ トには、
イベン ト発生時に実行する NXJ プログラ ミ ング言語文を持つイベン ト固有のコー
ドセクシ ョ ンを追加できます。 このセクシ ョ ンはイベン トセクシ ョ ンと呼ばれ、
例えば NXJが提供するメ ソ ッ ドを呼び出したり、 このフォームのスクリプ トやア
プリケーシ ョ ンの他のスクリプ トでも定義されているユーザ独自のメ ソ ッ ドを呼
び出したりできます。
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例えば、以下のフォームスクリプ トでは “getNextNum” という メ ソ ッ ドが定義され、
使用されています。

FORM XReport
{
private int getNextNum(String type)
throws java.sql.SQLException, 
com.unify.NXJ.mgr.datatypes.NXJNullValueException,
com.unify.NXJ.mgr.dataConnection.NXJDataConnectio...
{
  int result=0;
  EXEC SQL SELECT NUM FROM ROFIDA.NEXT_NUMBER 
    WHERE NTYPE= :type
  INTO result;
  EXEC SQL UPDATE ROFIDA.NEXT_NUMBER SET 
    NUM=:result + 1 WHERE NTYPE=:type;
  return result;
}

ON CLEAR TO ADD
{
throws java.sql.SQLException, 
com.unify.NXJ.mgr.datatypes.NXJNullValueException,
com.unify.NXJ.mgr.dataConnection.NXJDataConnectio...
{
  REPORT_ID = getNextNum( "XREPORT" );
}

...(rest of the script not shown)

フォームスクリプ トには、 変数宣言やコマンド定義など、 他のタイプの文も含め
ることができます。 フォームスクリプ トに含めることができる文については、 41
ページの 「スク リプ トの構造と構文」 を参照して く ださい。

ローカル 
メ ソ ッ ド宣言。
埋め込み SQL
が使用されて
いる

ユーザが新規
レコードを追
加するために、 
追加操作を開
始する New ボ
タンをクリ ッ
クすると
メ ソ ッ ド呼び
出しが発生す
る
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フォームスクリプ トの開発プロセス の概要

NXJ プログラ ミ ング言語フォームスクリプ ト を作成する基本ステップは、 以下の
とおりです。

1. デザインパネルでフォームの基本レイアウト を完成します。

スク リプ トのテンプレートは、 フォームのデータビューとフ ィールド コン ト
ロールで構成されているので、 これらの要素を使う と、 フォームスクリプ ト
を簡単に書く ことができます。 

要素はどの時点でも追加 /削除でき、 それと同時にスクリプ ト も更新されま
す。

フォームのレイアウトについては、 『Unify NXJ 開発者ガイ ド』 の第 5章
「フォーム」 と第 6章 「コン ト ロール」 を参照して く ださい。 

2. ビジネスルール、 開発者定義コマンド、 その他のロジックをフォームスクリ
プ トに追加します。 

NXJ クラスはパッケージをインポート しな く ても利用することができます。
他のクラスを使用する場合は、 プロジェク ト クラスパスを設定してそのプロ
パテ ィで Jar ファイルが利用できるようにします。 アプリケーシ ョ ンデザイ
ナでクラスパスを設定するには、 プロジェク ト > プロパテ ィ  > クラスパス を
選択します。

3. プロジェク ト >すべて Make を選択してフォームスクリプ ト をコンパイルし
ます。

Make コマンドでスクリプ ト をコンパイルし、 フォームごとに対応した Java
コードを作成します。

コンパイルの方法については、 『Unify NXJ 開発者ガイ ド』 の第 10章 「テス
ト、 パッケージングと配備」 を参照して く ださい。 

4. コンパイルエラーが報告されたら、 エラーを修正してステップ  3 を繰り返し
ます。

コンパイルエラーに関してはメ ッセージパネルを参照して く ださい。 報告さ
れたエラーをクリ ッ クすると、 フォームスク リプ ト内の該当行が、 スク リプ
トエディ タ  ウィ ン ドウにハイライ ト表示されます。 
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5. フォームの 実行 ボタンのドロップダウンリス トから、
フォーム名を選択して、 フォームを実行します。 

ツールバーの 実行 コマンドをフォームを選択して実行する
と、 指定したフォームのコンパイル、 make、 配備が行われ
ます。 プロジェク ト全体を実行する場合は プロジェク ト >
実行 を選択します。
（メニューバーの プロジェク ト＞実行 を選択した場合も同
様です。 )

6. フォームをテス トするには、 実際に利用する場合と同じようにフォームを使
用します。

詳細については、 『Unify NXJ チュート リアル』 を参照して く ださい。

7. アプリケーシ ョ ンが予想外の結果を起こした場合、 フォームスク リプ ト をデ
バッグするために NXJ デバッガを使用します。 

127 ページの 「フォームスクリプ トの デバッグ」 を参照して く ださい。

実行 ボタン

フ ォームリス ト
にアクセスする
ためにクリ ッ ク
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Unify NXJ フォームプロセシング API

Unify NXJ フォームプロセシング APIは、 フォームスクリプ トで使用できるメ ソ ッ
ド とプロパテ ィ を含む、 NXJ プログラ ミ ング言語ファウンデーシ ョ ンクラスを説
明しています。 Javadoc を利用するには、 アプリケーシ ョ ンデザイナのメニュー
バーで、 ヘルプ > Javadoc を選択します。 Unify NXJ フォームプロセシング API リ
ンクをク リ ッ クします。 最初のページが表示されます。

各ファウンデーシ ョ ンクラスのプロパテ ィ と メ ソ ッ ドが説明されています。 以下
のファウンデーシ ョ ンクラスがあります。

• セッシ ョ ン、 すなわち、 実行時にアクテ ィブなフォームのセッ ト
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• データビュー

• フォーム 

• フ ィールド、 すなわち、 フォーム上のフ ィールド コン ト ロールと NXJ 変数

• コマンド

注 – Javadoc では、 フ ァウンデーシ ョ ンクラスのプロパテ ィは “フ ィールド” と し
て識別されます。

その他の Java Class を使用

NXJ アプリケーシ ョ ンでは、 J2SE クラスが提供するメ ソ ッ ドを使用することがで
きます。 例えば、 NXJ アプリケーシ ョ ンが必要と している、 ビジネスルールの振
る舞いを定義した Java クラスセッ トがすでにある場合、 一度フォームからクラス
を利用できるようにすれば、 フォームスクリプ トからクラスメ ソ ッ ドを呼び出す
ことができます。 

NXJアプリケーシ ョ ンで Java Classを利用できるようにするには、次の 3つの方法が
あります。

• 既存の Java Class を、 個別ファイルと してプロジェク トにバンドルする

アプリケーシ ョ ンデザイナで プロジェク ト > ファイルの追加 コマンドを選
択し、 プロジェク トにクラスファイルを追加します。 追加したファイルは、
スク リプ トエディ タで編集して Make コマンドでコンパイルできます。 

• 新規 Java Class を作成してプロジェク トにバンドルする

アプリケーシ ョ ンデザイナで ファイル >新規 コマンドを選択し、 新しい
Java ファイルに名前を付けて追加します。 スク リプ トエディ タを使ってファ
イルを編集します。 Make コマンドを使ってファイルをコンパイルします。 

• Java アーカイブ全体をプロジェク トにバンドルする

プロジェク ト プロパテ ィダイアログを使って、 プロジェク トに Jar ファイル
を追加します。 プロジェ ク ト > プロパテ ィ  > クラスパス を選択し、 Jar ファ
イルの名前とディ レク ト リを指定します。 実行時にクラスが必要な場合は、
JAR をアプリケーシ ョ ンパッケージに含めるように、 チェ ッ クボッ クスを
セッ ト します。
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スクリプ トエディ タの使い方 2
フォームスクリプトを書いたり、 NXJデバッガを実行するときに、 アプリケーシ ョ ンデ
ザイナのスクリプトエディタを使用します。 （ 127 ページの 「フォームスクリプ トの デ
バッグ」 を参照して く ださい。）

スク リプ トエディ タを使うには

あるフォームのスクリプトエディタを開くには、 ブラウザパネルのプロジェクトタブでフォー
ム名をクリックします。 デザインパネルにフォームが開かれるのでソースタブをクリックす
ると、 スクリプトエディタにフォームスクリプトが表示されます。 スクリプトアウトラインを
表示するには、 アウトラインタブをクリックします。

 ソースタブアウト ラインで
選択したセクシ ョ ン
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スクリプト中に行番号を表示するかどうかを設定できます。 編集 > オプション > エディタ
を実行し、 エディタオプションを設定して下さい。 行番号は、 Make コマンドが、 ある行
に関するエラーを報告した場合などに便利です。

注 – 検索のようなスク リプ トエディ タのコマンドは、 キース ト ロークにマッピン
グされています。 マッピング内容はアプリケーシ ョ ンデザイナのオプシ ョ ンと し
て変更できます。 マッピングを変更するには、 編集 > オプシ ョ ン  > キーボード  を
選択します。

アウト ラインタブは、 大きなスクリプ トの中を簡単にナビゲートする方法を提供
します。 アウト ラインタブには、 フォーム、 コンテナ、 スク リプ トのコン ト ロー
ルセクシ ョ ンとそれらのイベン トセクシ ョ ンが表示されます。 コマンド もアウト
ラインに表示されます。

アウト ラインのエン ト リをク リ ッ クすると、 ソースパネル内で該当するセクシ ョ
ンまで移動してそのソースが表示されます。

もしスク リプ トにコンパイルエラーがあると、 アウト ラインタブ内の先頭にある
Errors フォルダにエラーが表示されます。
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フォームスクリプ トのテキストの色

スクリプトエディタでは、 スクリプトの要素タイプ別に決まった色で表示されています。 デ
フォルトの色は、 以下のとおりです。 

要素タイプに割り当てられている色は、 アプリケーシ ョ ンデザイナ オプションダイアロ
グの エディタパネルで変更できます。 編集 >オプション を選択すると、 このダイアログ
を開くことができます。

イベン トセクシ ョ ンの追加

スクリプトエディタは、 イベントセクション名を簡単に追加することができます。 フォーム
スクリプトにイベントセクション名を追加するには、 まず、 イベン トセクシ ョ ンを追加
したいスクリプ トセクシ ョ ンをク リ ッ クします。 アウト ラインパネルを使う と簡
単に該当のスクリプ トセクシ ョ ンを指定することができます。

表 2-1 フォームスクリプ トの要素で使用されている色

要素 デフォルトの色

コ メン ト 緑

定数 青

区切り文字 黒

識別子 黒

キーワード 紫

Line Numbers 緑

文字列 青
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フォームセクシ ョ ンで右クリ ッ クしてイベン トセクシ ョ ンの挿入を選択します。
該当するセクシ ョ ンにおいて有効なイベン トセクシ ョ ンだけがリス ト されます。
挿入したいイベン トセクシ ョ ンを選択します。

ドロップダウンリストからイベントセクションを選択すると、 イベントセクション名と中括弧
({ })がフォームスクリプトに追加されます。

イベントセクションを追加した後、 中括弧の中に NXJプログラミング言語文を記述できま
す。

1, 手を加えたいスクリ
プ トセクシ ョ ンをク
リ ッ クします。

2, イベン トセク
シ ョ ンを加えたい
場所をクリ ッ クし
ます。

3, 右ク リ ッ クをして、
イベン トセクシ ョ ンの
挿入を選択します。

4, 追加したいイ
ベン トセクシ ョ
ンをク リ ッ クし
ます。
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自動補完機能の使用

スクリプ トエディ タには、 フォームスクリプ ト と Java ソースファイル内のイン
ポート文、 変数、 フ ィールド、 メ ソ ッ ド、 パッケージ、 クラス名に関する自動補
完機能があります。 例えば、 DATA VIEW イベン トセクシ ョ ンで “this.” と入力す
ると、 自動補完機能により、 com.unify.nxj.mgr.datatypes.NXJDataView クラスで利
用することが可能なプロパテ ィ と メ ソ ッ ド名が表示されます。

修飾名の最後にピリオドを入力すると、 選択されたプロパテ ィ と メ ソ ッ ド名
が自動補完機能によって自動的に表示されます。 自動補完機能による選択肢
が自動的に表示されない場合に、 それらを表示するには、 Esc キーを押下し
ます。

デフォルトでは、 自動補完機能はオンになっています。 多量で複雑なスクリ
プ トの場合には、 コーディ ングの初期の段階では自動補完機能をオフにする
こともできます。 自動補完機能の選択肢をポップアップで表示するには数秒
かかるのでコーディ ングの妨げになるからです。 自動補完機能をオフにする
には、 編集 > オプシ ョ ン  でアプリケーシ ョ ンデザイナオプシ ョ ンダイアログ
を表示し、 エディ タパネルの 自動補完機能を使用 チェ ッ クボッ クスをク リ
アします。 自動補完機能がオフになっていても、 ESCキーを押すことで自動
補完の候補を出すことができます。
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テキストの検索

スクリプト内のテキストを検索するには、 検索テキストダイアログを使用します。 このダ
イアログは、 検索 > 検索 を選択すると利用できます。

検索文字列フィールドでテキストを入力し、 次を検索 ボタンをクリックします。 エディタ上
で開かれているファイルのみが検索されます。 検索された最初のテキストは、 スクリプト
エディタでハイライトされます。

次を検索するには、 このダイアログで 次を検索 ボタンをクリックします。 検索後ダイア
ログを閉じる チェックボックスをクリアしてダイアログを表示させたままにしておくと、 次を
検索 ボタンがすぐに使用できます。

スクリプトエディタでは、 プロジェクト全体から検索ができます。 プロジェクト全体を検索
するには、 検索 >全体から検索 を選択します。 全体から検索ダイアログが表示されま
す。 
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検索するプロジェクトファイルのタイプを入力します。 通常はフォームスクリプトのファイ
ル (.fj)です。 全体から検索した結果は、 アプリケーションデザイナ ウィンドウ下部の検
索結果パネルに表示されます。

検索結果パネルのエントリをクリックすると、 一致するテキストを含むオブジェクトのディ
レクトリがわかります。 

ブックマークの使い方

フォームスクリプトのサイズが大きい場合は、 ブックマークを使って指定した行にマー
カーをつけることができます。 ブックマークを設定したり、 ブックマークに移動する方法
は以下のとおりです。

1. ブッ クマークを設定するフォームスク リプ トの行にカーソルを置きます。

ブッ クマークを初めて指定する場合は、 Control-Shift-0 を押下します。 デ
フォルトでは、 このコマンドシーケンスが最初のブックマークに対応してい
ますが、 アプリケーシ ョ ンデザイナオプシ ョ ンダイアログのエディ タ タグで
この割り当てを変更することができます。

次にブックマークを指定する場合は、 別の行で Control-Shift-1 を押下します。
その次に指定するブックマークでは、 Control-Shift-2 を押下します。 以後、
同じように押下していきます。
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ブッ クマークは、 スク リプ トエディ タ  ウィ ン ドウの左端に青い四角のマー
カーで表示されます。

2. ブッ クマークが設定されている行に移動するときは Control-n を押下します。
nはブッ クマークの番号です。 

例えば、 最初のブッ クマークに移動するときは Control-0 を押下します。

スクリプ トエディ タのその他のコマンド

スクリプトエディタでは、 前のセクションで説明したコマンドの他にもテキスト編集用の便
利なコマンドをサポートしています。 以下の表を参照してください。

表 2-2 スクリプ トエディ タのコマンド

コマンド 説明

インデン ト解除 カレン ト行のインデン ト を解除します。

インデン ト カレン ト行にインデン ト を設定します。

定義へ移動 現在の識別子が定義されている行にカーソルを移動しま

す。 これは、 サブクラスに対して作業をしている場合に

便利です。 定義が別のファイルにある場合には、 アプリ

ケーシ ョ ンデザイナがそのファイルを開きます。

元の位置へ戻る 定義へ移動の後で、 定義へ移動を行った元の場所へ
戻します。

ブッ クマーク
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これらのコマンドに割り当てられたキーボードのキーは変更可能です。 アプリケーション
デザイナのメニューから 編集 > オプション > キーボード を選択し、 変更して下さい。

Java Class ファイルの扱い

スクリプトエディタを使って Java Class とスクリプトファイルを編集することもできます。 8
ページの 「その他の Java Class を使用」 を参照してください。

（日本語訳注 ： Javaのクラスファイルを直接編集できるものではありません。）

対応する括弧 カーソルに最も近い括弧から次に対応する括弧にカーソ

ルを移動します。

元に戻す 最後に行ったコマンド操作を元に戻します。 

コピー 選択したテキス ト をク リ ップボードにコピーします。 

切り取り 選択したテキス ト を削除してクリ ップボードにコピーし

ます。

貼り付け クリ ップボードのテキス ト をカレン トのカーソル位置に

貼り付けます。

ワードの初めまで選択 テキス ト をカレン トのカーソル位置からワードの先頭ま

で選択します。

ワードの終わりまで選択 テキス ト をカレン トのカーソル位置からワードの終わり

まで選択します。

次のワードまで選択 テキス ト をカレン トのカーソル位置から次のワードの先

頭まで選択します。

前のワードまで選択 テキス ト をカレン トのカーソル位置から前のワードの先

頭まで選択します。

表 2-2 スクリプ トエディ タのコマンド

コマンド 説明
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NXJ 変数 3
この章では、 NXJ プログラ ミ ング言語フォームスクリプ トで使用できる変数につ
いて説明します。 フォームスクリプ トでは、 任意の Java変数を Java プログラ ミ ン
グと同じ方法で宣言して使用できます。 Unify NXJは、 さらに NXJ アプリケー
シ ョ ンのビジネスルールを簡単にプログラ ミ ングできるように Java 変数をい くつ
か拡張して提供します。 これらの拡張は、 複数値変数、 null可能型 （nullable） と
プロパテ ィ を持つ変数があります。 いずれも独自の宣言キーワードを持ち、 式で
は独自の動作をします。 詳し くはこの章で説明します。

NXJ プログラ ミ ング言語コードを作成する上で最も重要な技術の一つに、 データ
ビューでのインスタンス変数管理があります。 このため、 この章では次のような
重要な概念を特に詳し く説明します。

• 複数値変数の動作を単一値変数との対比で理解

• ターゲッ ト テーブルから NULL列値を処理

• NXJ変数プロパテ ィの使い方を理解

複数値変数と単一値変数

ビルト インアプリケーシ ョ ンモデルの強力なデータ管理機能の一つに、 選択セッ
トがあります。 インスタンスメンバ変数に加えて、 各フォームとデータビューは、
選択セッ ト を持っています。 最も単純な選択セッ トは、 フォームが現在扱ってい
るレコードのグループです。 このレコードの一つがカレン ト レコードです。 この
レコードに対して、 対話型のコマンドが適用されます。 

各レコードは、 ターゲッ トテーブルの行に対応しています。 一部の選択セッ ト、
特にマスタ /詳細関係の詳細ビューは自動的に生成されます。 その他の選択セッ ト
は、 検索条件やユーザが発行する検索コマンドによって作成されます （96 ページ
の 「レコードの検索」 を参照して下さい）。 選択セッ トは、 追加 /更新 /削除 操作
を使って変更することもできます （102 ページの 「レコードの追加と更新」 と  107
ページの 「レコードの削除」 を参照して下さい）。
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ターゲッ ト列の値だけではな く他の値も選択セッ トに含めると、 ユーザインタ
フ ェースを充実させたり、 フォームのビジネスロジックを単純化することができ
ます。 追加された値は、 複数値フ ィールド コン ト ロールと変数で表現されます。
複数値フ ィールド コン ト ロール （および変数） は、 選択セッ トのレコードごとに
独立した値を持ちます。

これとは逆に、 複数値と して宣言されないデータビューのインスタンス変数は、
選択セッ トのレコード数とは関係な くデータビューに対して単一値を持ちます。
もちろん、 フォームとデータビューが作成されるたびに単一値のインスタンス変
数のコピーが独自に作成されるので、 この点には注意が必要です。

注 – 複数値変数は、 マルチオカレンス領域を持つフォームやデータビューとは異
なります。 マルチオカレンス領域を使う と、 選択セッ トの複数のレコードを画面
に同時に表示できます。 複数値変数の値は、 フォームやデータビューにシングル
オカレンスがあるかマルチオカレンスがあるかに関わらず、 選択セッ トのレコー
ドごとに独立しています。

変数は、 2 つの方法によってデータビューで作成されます。 レイアウトのフ ィール
ド コン ト ロールと して作成する方法と、 NXJ プログラ ミ ング言語スクリプ トで宣
言する方法です。

• レイアウトのフ ィールド コン ト ロールは、 フォームやデータビューではイン
スタンス変数になります。 フ ィールド コン ト ロールを使う ことで自動的に作
成されるため、 NXJ プログラ ミ ング言語スクリプ トで宣言する必要はありま
せん。 実際、 同じ名前のインスタンス変数をフ ィールド と して宣言するとエ
ラーが発生します。 宣言ができるのは FIELD セクシ ョ ンだけです。 フ ィール
ド名は、 NXJ フ ィールド コン ト ロールインタフ ェースで宣言したのと同じよ
うに、 式で使用できます。 NXJ フ ィールド コン ト ロールインタフ ェースにつ
いては、 26 ページの表 3-2 「Nullable値のインタフ ェース」 を参照して く だ
さい。 

フ ィールドが複数値かどうかは Multi Valued プロパテ ィで設定します。 この
プロパテ ィが設定されていれば、 フ ィールドは複数値になります。 このプロ
パテ ィの詳細については、 『Unify NXJ開発者ガイ ド』 の第 6章 「コン ト ロー
ル」 を参照して く ださい。

• NXJ プログラ ミ ング言語スクリプ トで変数を宣言して、 データビューでイン
スタンス変数を作成することもできます。 フォームやデータビューの変数
は、 Java メンバー変数の構文ルールに従って宣言します。 つまり、 フォーム
やデータビューの中括弧内で宣言し、 フォームやデータビューの他のオブ
ジェ ク ト （メ ソ ッ ド、 FIELD、 COMMAND） の中括弧内で宣言しないように
します。
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宣言した変数が複数値であるかどうかは、 宣言に “multi_valued” フラグが使
用されたかどうかで決まります。 “multi_valued” というキーワードは、“public”
や “private” といった他の Java変数フラグと ともに、 任意の順序で使用でき
ます。

以下の表に変数のカテゴリがまとめられています。 内容については、 この後で説
明します。

ターゲッ ト （複数値） 変数とフ ィールド

データビューのインスタンス変数の最も重要な利用方法は、 ターゲッ ト列の値を
選択セッ トに保持することでし ょ う。 行がターゲッ トテーブルから取り出される
と、 ターゲッ ト列に相当する複数値は、 自動的に値が設定されます。 ターゲッ ト
変数 （およびフ ィールド） の値は、 add/update操作を行う ことで列に値を設定しま
す。

変数をターゲッ ト変数とするには、 2 つの条件が真でなければなりません。 まず、
変数名と列の名前が一致すること、 そして変数が複数値であることです。 フォー
ムやデータビューのレイアウト を設計する場合、 アプリケーシ ョ ンデザイナによ
り、 フ ィールド名と ターゲッ ト テーブルの列の名前が自動的に一致します。 名前
が一致すると、 フ ィールドは自動的に複数値になります。 アプリケーシ ョ ンデザ
イナのデータベースウィザードにより、 ターゲッ ト フ ィールドが自動的に作成さ
れます。

ターゲッ ト フ ィールドの例は、 ROFIDA.EMPLOYEE テーブルの EMP_ID、
FIRST_NAME、 LAST_NAME、 EMAIL、 DEPT、 MANAGER です。 次の図の
RERS Employee Detailsのフォームには、 これらのターゲッ ト フ ィールドに対する
フ ィールド コン ト ロールがあります。

表 3-1 NXJ 変数のカテゴリ

ターゲッ ト 非ターゲッ ト

複数値 ターゲッ ト テーブルの

データを表します。

選択セッ トの各レコードの追加情報

が格納されます。

単一値 ターゲッ ト変数は、 単一

値にはできません。

データビュー自身の情報が格納さ

れ、 選択セッ トのレコードの情報は

格納されません。
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フォームスクリプ トでは、 ターゲッ ト フ ィールドに対応する変数が、 適切なイン
タフ ェース型、 そして対応するフ ィールド コン ト ロールと同じ名前で暗黙のうち
に宣言されます。 変数は、 フォームスクリプ トのどのセクシ ョ ンでも利用できま
す。 以下の例では、 FIRST_NAME変数と LAST_NAME変数を使って、 カレン ト
レコードの fullName値を作成する方法が示されています。

BEFORE RECORD
{

NullableString fullName;
fullName = FIRST_NAME + " " + LAST_NAME;

...

ターゲッ ト フ ィールド と同じよ うに、 ターゲッ ト変数もデータベースの列にマッ
ピングされます。 ただし、 ターゲッ ト変数はフォームのフ ィールド コン ト ロール
にも割り当てられるわけではありません。 ターゲッ ト変数は、 ターゲッ ト フ ィー
ルド とは異なるインタフ ェースのセッ トで宣言されます。

ビジネスロジックが選択セッ ト内の値を扱う必要のあるとき、 ターゲッ ト変数は
有効ですが、 フォームで表示するには意味がなかったり、 適切ではない場合もあ
ります。 例えば、 XReport フォームを変更して Authorizedや Reimbursed といった
ラベルやフ ィールドを削除し、 “status” という String フ ィールド コン ト ロールや
“status_date” という Date フ ィールドを追加すると、マネージャはこれらのフ ィール
ドを見て、 承認済みのレポート と未承認のレポート を簡単に区別できます。 

フォームスクリプ トには、 以下のような新しい行が追加されます。

Form XReport
{
multi_valued NullableDateVariable AUTHORIZED;
multi_valued NullableDateVariable REIMBURSED;
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...
ON FIND
{

if ( REIMBURSED.isNull() )
{
if ( AUTHORIZED.isNull() )

{
status = "Open";
status_date = null;
} 

else 
{
status = "Authorized";
status_date = AUTHORIZED;
}

} 
else 

{
status = "Reimbursed";
status_date = REIMBURSED;
}

}

非ターゲッ ト複数値変数とフ ィールド

変数とフ ィールド コン ト ロールは、 必ずしもデータベースの列に割り当てな く て
も複数値にすることはできます。 時には、 フォーム上の各ターゲッ ト変数に追加
の情報を含めるために、 フ ィールド コン ト ロールがレイアウトに追加されます。
フォームとデータビューがマルチオカレンスであれば、 オカレンスごとにそのレ
コードに適した値が含まれるように、 フ ィールドを複数値にする必要があります。 

非ターゲッ ト複数値変数の例には、 関連するテーブルの値の合計、 ユーザが読め
るように表示された外部キーであるターゲッ ト値の説明 （例えば XReportの 
ROFIDA_EXPENSE データビューにある CategoryName フ ィールド）、 計算内容
（例えば、 ターゲッ ト変数が表す項目の税額合計） があります。 

非ターゲッ ト変数 / フ ィールドの値はターゲッ トテーブルから与えられないので、
NXJ プログラ ミ ング言語スクリプ トでプログラム的に与える必要があります。 一
般的に、 複数値変数 / フ ィールドは ON FIND イベン トセクシ ョ ンで設定します。
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注 – ON FIND イベン トセクシ ョ ンは頻繁に実行されるので、 イベン トセクシ ョ ン
に追加する処理 / コードのステップ数に注意する必要があります。 できれば、 非
ターゲッ ト値を計算する前に不要なレコードをリジェ ク ト して く ださい。

以下の例では、 “notifyEmail” という非ターゲッ ト複数値変数を使ってマネージャの
電子メールアドレスを格納しています。

FORM XReport

multi_valued NullableStringVariable notifyEmail;

private void sendMail (String emailAddr, int reportID )
{

//pretend we sent mail
System.out.println( "To: " + emailAddr );
System.out.println("From: Expense Request System");
System.out.println("Subject: Request Updated");
System.out.println("This is to notify you that the Request #" + 

reportID + " has been updated");
}
...
ON FIND
{

EXEC SQL SELECT EMAIL FROM ROFIDA.EMPLOYEE 
WHERE EMP_ID = :MANAGER
INTO notifyEmail;

}
AFTER UPDATE
{

//Notify the employees manager of updates
sendMail( notifyEmail, REPORT_ID);

}

単一値変数とフ ィールド

単一値だけが必要なとき、 すなわち選択セッ トのレコード数との関連がない場合
は、 単一変数を利用した方がいいでし ょ う。 これらは、 Java プログラ ミ ングの一
般的な手法で、 例えばルックアップして獲得する値のコピーや、 関連する Java オ
ブジェク トへのリファレンスを保持する場合に使われます。
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例えば、 XReport フォームに合計という追加フ ィールド コン ト ロールがあり、
XAMOUNT フ ィールドの下に表示されると します。

フォームスクリプ トは合計を計算し、 Amount フ ィールドにそれを表示します。 

Form XReport
{
...
DATA VIEW ROFIDA_EXPENSE

{
NullableAmountVariable tempAmount;
...
BEFORE FIND
{

total = 0.0;
}
ON FIND
{

total += XAMOUNT;
}
AFTER ADD
{

if ( session.status == StatusCode.SS_NORM )
total += XAMOUNT;

}
BEFORE DELETE
{

tempAmount = XAMOUNT;
}
AFTER DELETE
{

if ( session.status == StatusCode.SS_NORM )
total -= tempAmount;

}
BEFORE UPDATE
{

EXEC SQL 
SELECT XAMOUNT FROM ROFIDA.EXPENSE 
WHERE ITEM = :ITEM AND REPORT_ID = :REPORT_ID 
INTO tempAmount;

}
AFTER UPDATE
{
if ( session.status == StatusCode.SS_NORM ) 

total = total - tempAmount + XAMOUNT; 
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} 
}
...

ターゲッ トテーブルの NULL 値の扱い方

列で null値を扱う ことがなければ、 対応するターゲッ ト変数には単純に列に対応
するタイプを宣言します。 列で null値を扱う可能性があれば、 ターゲッ ト変数に
は null値を扱えるタイプを使用する必要があります。 Java基本型は null値を扱わ
ないので、 代わりに Java オブジェク ト タイプを使用します。

Java基本型の変数で null値を選択すると、 NXJNullValueExceptionがスローされま
す。

NXJ プログラ ミ ング言語は、 null値を許可されている列の値を表すために使う こと
のできる Java タイプのセッ トが用意されています。 nullable値変数を宣言するに
は、 以下の表に示す Nullable インタフ ェースのいずれかを使用します。

表 3-2 Nullable値のインタフ ェース

データ タイプ インタフ ェース

AMOUNT NullableAmount

BINARY NullableBinary

BOOL NullableBoolean

DATE NullableDate

DATETIME NullableDateTime

FLOAT NullableFloat

NUMERIC NullableNumeric

STRING NullableString

TEXT NullableText

TIME NullableTime

任意のデータ タイプ、 変更可能 NullableAny
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NullableAny インタフ ェースは、 この型の変数がどんな型のデータでも保持するこ
とができることを意味します。 NullableAny 変数は最初に代入されたデータの型を
以降保持できるよう設定されます。 ここで一旦設定された型は、
makeTypeUndefined()が呼び出され、 NullableAny変数が他のデータ型変数を受け
取れるようになるまでは、 NXJ インタラクシ ョ ンサーバによって関連付けられた
ままになります。

Nullable値変数は、 フォームスク リプ ト内であればどこでも宣言して使用すること
ができます。

Nullable値のインタフ ェースには特徴的な動作があります。 Java プログラマには不
慣れな動作かもしれませんが、 SQL プログラマには自然な動作に思えるものです。
具体的には次のような仕様があります。

• 変数名だけが Java 式においてその値を表す。 nullの場合も同様である

• 式で変数を使う場合は、 その変数では nullは ANSI SQL セマンテ ィ クスに準
拠する

• isNull() メ ソ ッ ドを使って値の null チェ ッ クができる

Nullable値変数は、 SQL null を格納する以外にも、 基本型の Java インスタンス変
数と同じように使用できます。

例えば、 以下の NXJ プログラ ミ ング言語文では NullableAmount変数を使って合計
を算出しています。

NullableAmount totalPrices(
NullableAmount[] prices
)
{
NullableAmount total = 0.00; // assignment of constant value
for ( int index = 0 ; index < prices.length ; ++index )

{
total = total + prices[index]; // addition and assignment
}

return total;
}
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Nullable値変数は論理式にも使用できます。 例えば、 以下のようになります。

boolean paymentEqualToTotal(
NullableAmount paymentValue
)
{
return (paymentValue == totalPrices(priceTable)); // comparison
}

Nullable タイプ変数が SQL null値を保持する場合、 結果と して SQL null セマン
テ ィ クスを表します。 例えば、 計算式に SQL null を使用すると、 式全体が null値
を受け取ります。

NullableAmount a = null;
NullableAmount b = 5.25;
NullableAmount c = a + b;  // the result of the addition is null.

SQL null値を保持する Nullable タイプ変数を真偽判定の文脈で使用すると、 変数
は FALSE と評価されます。 例えば、 以下のような宣言があると します。

NullableBoolean m = null;
NullableBoolean n = ! m;  // negating null results in null

以下のような評価になります。

• “if ( m )” は false と評価される

• “if ( n )” は false と評価される

• “if ( ! m )” も false と評価される

isNull( ) メ ソ ッ ドを使う と、 Nullable タイプ変数が null を保持しているかどうかテ
ス トすることができます。 等号や不等号の演算子 (== や !=)は使用しないで く ださ
い。 例えば、 先ほどの宣言で “m” を null に設定した NullableBoolean にすると、 評
価は以下のようになります。

• “if ( m.isNull() )” は true と評価される

• “if ( m == null )” は false と評価される

• “if ( m != null )” も false と評価される
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Nullable タイプの変数を Java基本型に代入する文脈で使用する場合、 値はコンパ
イラによって適切な基本値に自動的に変更されます。 値が NULL の場合、
NXJNullValueExceptionがスローされます。
例えば

NullableNumeric n = 5;
int i;
i = n;
n = null;
i = n; // this will throw NXJNullValueException

NXJ 変数プロパティの使い方

NullableVariable インタフ ェースによって記述されたプロパテ ィは、 フォームや
データビューで定義されたメンバインスタンス変数に関連付けることができます。
プロパテ ィは、 フォームやデータビューのメンバインスタンス変数にだけ関連付
けできることに注意して下さい。 プロパテ ィ を関連付けるには、 以下の表にある  
NXJ メンバ変数インタフ ェースのどれかを変数タイプと して使用します。

表 3-3 NXJ変数インタフ ェース  

NullableAny と同じよ うに、 NullableAnyVariable インタフ ェースはこのタイプの
変数が任意のタイプのデータを保持できることを表します。 NullableAnyVariable
変数は最初に代入されたデータの型を以降保持できるよう設定されます。 ここで

データ タイプ インタフ ェース

AMOUNT NullableAmountVariable

BINARY NullableBinaryVariable

BOOL NullableBooleanVariable

DATE NullableDateVariable

DATETIME NullableDateTimeVariable

FLOAT NullableFloatVariable

NUMERIC NullableNumericVariable

STRING NullableStringVariable

TEXT NullableTextVariable

TIME NullableTimeVariable

任意のデータ タイプ、 変更可能 NullableAnyVariable
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一旦設定された型は、 makeTypeUndefined()が呼び出され、 NullableAnyVariable変
数が他のデータ型変数を受け取れるようになるまで、 インタラクシ ョ ンサーバに
よって関連付けられたままになります。

インタフ ェースについての詳しい説明は、 アプリケーシ ョ ンデザイナのメニュー
バーでヘルプ >Javadoc を選択して Unify NXJ フォームプロセシング API を参照し
て下さい。 

すでに説明されているように、 フォームレイアウトのフ ィールド コン ト ロールに
は暗黙的に宣言された NXJ 変数があり、 名前はフ ィールド コン ト ロールと同じで
す。 これらの変数は NullableField インタフ ェースによって記述されるのでプロパ
テ ィセッ ト を持っています。 NXJ プログラ ミ ング言語でこれらのプロパテ ィ を利
用できるようにするために、 フ ィールドは、 以下のテーブルで記述される NXJ
フ ィールド コン ト ロールインタフ ェースの 1 つを実装して宣言されます。

表 3-4 フ ィールド コン ト ロールのインタフ ェース 

フ ィールドのプロパテ ィや変数を参照するには、 Java のメンバ構文を使用します。
例えば、 フ ィールド  “Field1” に stopForInput プロパテ ィ を設定します。

Field1.stopForInput = false;

い くつかのプロパテ ィは式になります。 式のプロパテ ィは、 設定時ではな く使用
時に評価されます。 この点は Java アプリケーシ ョ ンと異なります。 この仕様は、
NXJ アプリケーシ ョ ンで最も大切なことです。 なぜならプロパテ ィは、 それがア
クセスするごとに意味がある値だからです。

フ ィールド コン ト ロールのタイプ 暗黙的に宣言するインタフ ェース

AMOUNT NullableAmountField

BINARY NullableBinaryField

BOOL NullableBooleanField

DATE NullableDateField

DATETIME NullableDateTimeField

FLOAT NullableFloatField

NUMERIC NullableNumericField

STRING NullableStringField

TEXT NullableTextField

TIME NullableTimeField
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NXJ プログラ ミ ング言語には次のような式のプロパテ ィがあります。

• clearFindExp

• clearAddExp

• zoomReturnExpressions

前フォーム 操作が、 ズームフォームから起きたと評価されます。 91 ページ
の 「前フォームに移動」 を参照して く ださい。 

clearFindExp

clearFindExp プロパテ ィは、変数の最初の検索条件を指定します。ON CLEAR TO 
FIND イベン トセクシ ョ ンか、 または BEFORE FORMのような FIND操作の前に
実行される別のコードセクシ ョ ンでこのプロパテ ィ を設定します。 

FIND 操作を使用する唯一のフ ィールドであるフォームのターゲッ ト フ ィールドだ
けがこのプロパテ ィ を使用します。 プロパテ ィが評価されるとき、 結果はフ ィー
ルド コン ト ロールに表示されます。 ユーザは、 表示された値を FIND操作を始め
る前に変更することができます。

clear-to-find操作が起こると clear-to-find式は評価されます。 98 ページの 「Clear-to-
find 操作」 を参照して く ださい。 

clearFindExp プロパテ ィは、 互換性のあるデータ タイプに評価される定数、 また
は式に設定することができます。

clearFindExp プロパテ ィが String値に設定される場合、 値は範囲、 あるいはデー
タベースによってサポート される “ワイルド カード ” であることを示す特殊な文字
を含むことができます。 

以下の表は、 チュート リアルアプリケーシ ョ ンの EMPLOYEE フォームの検索条
件を定義する様々な clearFindExpの設定を示します。

表 3-5 clearFindExp プロパテ ィの設定例

テス ト  使用する式

特定の値 EMP_ID.clearFindExp = 1103 ;
FIRST_NAME.clearFindExp = "Hugh" ;

値より小さい EMP_ID.clearFindExp = => 1103 ;

値より大きい EMP_ID.clearFindExp = 1103 => ;
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clearAddExp

以下の例では、 変数の clear-to-add式を設定しています。 clear-to-add式とは、 以降
の add/update操作時に列で使用する値です。

例えば、 ROFIDA.EMPLOYEE テーブルに DATE_ADDED という列があると しま
す。 この列はバックグラウンドで使用され、 ROFIDA_EMPLOYEE フォームには
表示されません。 以下の NXJ プログラ ミ ング言語文は、 新規レコードの為に列を
初期化します。

FORM ROFIDA_EMPLOYEE
{

// Declares a Date variable to be associated with 
// the DATE_ADDED column.
public multi_valued NullableDateVariable DATE_ADDED;

BEFORE FORM
{

// Set the DATE_ADDED clearAddExp to the current date. 
// Whenever the user creates a new Employee record, this field
// is set to this value.
DATE_ADDED.clearAddExp = session.currentDate;

}

 // Remainder of the form script
}

値以下 EMP_ID.clearFindExp = 1103, => 1103 ; 

値以上 EMP_ID.clearFindExp = 1103, 1103 => ; 

範囲内の値 EMP_ID.clearFindExp = 1103 => 1105 ; 

一組の有効な値の中にある値 EMP_ID.clearFindExp = 1101, 1103, 1105 ; 
EMP_FIRST_NAME.clearFindExp = “Hugh” , “Lisa”, 
“Jeff” ;

値と等し く ない値 EMP_ID.clearFindExp = !1101; 
EMP_FIRST_NAME.clearFindExp = ! “Hugh”;

NULL と等しい値 EMP_ID.clearFindExp = @; 

NULL ではない値 EMP_ID.clearFindExp = ! @; 

表 3-5 clearFindExp プロパテ ィの設定例

テス ト  使用する式
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フ ィールドや変数が複数値でも、 プロパテ ィのセッ トは 1 つしかないことに注意
して下さい。

clear-to-add操作が起きたときに評価されます。 105 ページの 「Clear-to-add操作」
を参照して く ださい。

フ ィールド とコン ト ロールへのアクセス例

すでに説明されているように、 NullableField変数は NXJ プログラ ミ ング言語文の
フ ィールド名によって参照されます。 例えば、 あるフォームに以下のような 3 つ
のテキス ト フ ィールド コン ト ロールがあると します。

各フ ィールド コン ト ロールの Data Type プロパテ ィは Numeric に設定されていま
す。 各 3 つのフ ィールド コン ト ロールは、 NullableNumericField タイプの NXJ変数
に宣言されるため、 フォームスクリプ トで利用できます。 この簡単なスクリプ ト
の用途は、 ユーザが入力した 2 つの数値を加算することです。 このような動作を
する NXJ プログラ ミ ング言語文は、 以下のとおりです。

FIELD Text1
{
WHEN VALUE CHANGES

{
 Text100 = Text1 + Text10;
}

}
...
FIELD Text10
{
WHEN VALUE CHANGES

{
 Text100 = Text1 + Text10;

“Text1” というテキスト フ ィールド コン ト ロール

“Text10” というテキス ト フ ィールド コン ト ロール

“Text100” というテキスト フ ィールド コン ト ロール
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}
}

フォームを初期化すると、 フ ィールド コン ト ロールを表す 3 つの変数がすべて
null に設定されます。 ユーザが Text1 と Text10 に値を入力すると、 Text100変数に
合計が設定されます。

通常、 次のコマンドがサーバに送られると、 NXJ インタラクシ ョ ンサーバは、
フ ィールドの値を一括変更してそれと同時に計算をします。 ユーザがフ ィールド
に入力したらすぐに合計を表示する必要があるので、 このデフォルトの動作は適
切ではありません。 代わりに、 Text1 と Text10 フ ィールドの Immediate プロパテ ィ
を TRUE に設定し、 どちらかのフ ィールドがフォーカスを失う とすぐにインタラ
クシ ョ ンサーバで値を計算させるようにします。

また、 フ ィールド コン ト ロールのデータ タイプが 3 つとも NUMERIC に設定され
ていることを確認します。 デフォルトのデータ タイプ STRINGのままの場合は、
Text100 フ ィールド コン ト ロールには式 “Text1 + Text10”の結果として、 連結値
‘10024’ が表示されます。

チェ ッ クボッ クスの NullableField変数のカレン ト値にアクセスするには、 論理式
を使用します。 チェ ッ クボッ クスのフ ィールド コン ト ロールのデータ タイプは
boolean です。 例えば、 フォームに以下のようなチェ ッ クボッ クスがあると しま
す。

newuser変数の値を使う と、 フォームスクリプ トに以下のよ
うな文を追加して、 Welcome メ ッセージが表示できます。

FIELD newuser
{

AFTER FIELD
{ 

if ( newuser ) {
session.displayToMessageBox(“Welcome New User!”);
}

}
}...

“newuser” というチェ ッ クボックス
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リス トボッ クスやドロップダウンリス トボッ クスのカレン ト値を参照するには、
フ ィールド コン ト ロール名を使います。 これはテキス ト フ ィールド コン ト ロール
名の場合と同じです。 関連する NullableField変数の値は、 カレン トのリス トボッ
クスの対応値、 つまりフォーカスがある Nameの対応値です。 どの Name エン ト リ
にもフォーカスがなければ、 NullableField変数の値は null です。

例えば、 リス トボッ クスのエン ト リを選択すると名前に用いる敬称が選択できま
す。

以下のスクリプ トの NXJ プログラ ミ ング言語文では、 姓と敬称を連結させて、
メ ッセージの挨拶部分で使用する文字列を作成しています。

NullableString Greeting;cd o
...
Greeting = "Hello " + salutation + " " + LastName; 

“salutation” という リス ト コン ト ロール
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NXJ プログラ ミ ング言語を使用することで、 リス トボッ クスの項目を、 別のリス
トボッ クスの値に基づいて変更することができます。 例えば、 フォームが 2 つの
ドロップダウンリス トボッ クスを含み、 フォームのターゲッ ト テーブルがそれら
の continent に country をマップするテーブルである、 と仮定します。

Countries テーブルは、 CONTINET と COUNTRYの 2 つの列を持ちます。 continent
ドロップダウンリス ト （フ ィールド名 “continent”） は、 Query プロパテ ィに対して
以下の値を持ちます。

select distinct continent from companydata.Countries

フォームの初期化で、 このリス トボッ クスは、 テーブルに定義された各 continent
名を含みます。

country ドロップダウンリス ト （フ ィールド名 “country”） は、 Query プロパテ ィに
対して以下の値を持ちます。

select country from companydata.Countries where continent = :continent

このクエリは、 フォームの初期化中に実行します。 85 ページの 「フォームの初期
化」 を参照して く ださい。 continent リス トボッ クスの現在の値が一致しない場合、
リス トボッ クスは、 空の文字列 (““)の行を表示します。

Table: Countries

CONTINENT COUNTRY
Europe
Europe
Europe
Europe

France
Germany
Spain
Italy

Europe

. . . 

Germany

“continent” 
ドロップ
ダウンリスト

“country” 
ドロップ
ダウンリスト
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ユーザが continent ドロップダウンリス トから別の continent を選択すると、 NXJ イ
ンタラクシ ョ ンサーバは、 その continentの countryのみを示すために country ド
ロップダウンリス ト を再表示します。 これを行う NXJ プログラ ミ ング言語文は、
以下のようになります。

...
FIELD continent

{

WHEN VALUE CHANGES
{
country.refetchOptions();
}

}

非フ ィールド コン ト ロールも、 NXJ プログラ ミ ング言語を使ってアクセスするこ
とができます。 以下の例は、 “redFlag” と名づけられたスタイルテキス ト コン ト
ロールの Visible プロパテ ィにアクセスします。 XREPORT フォームの経費レコー
ドが 60日以上承認されなかった場合にのみ、 コン ト ロールが表示されます。

...
ON FIND
{

if ( APPROVAL.isNull() )
{

int daysOld = session.currentDate - INCURRED;
if ( daysOld > 30 ) 

redFlag.visible = false;
if ( daysOld > 60 )

redFlag.visible = true;

}
}
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外部リファレンス

他のフォームクラスの変数を参照することを外部リファレンスと言います。 カレ
ン ト フォームスタ ッ ク上のフォームの変数を参照できます。 つまり、 カレン ト
ユーザセッシ ョ ンでアクテ ィブなフォームの変数を参照できます。 カレン ト
フォームクラスのデータビューにある変数を参照することは、 外部リフ ァレンス
ではありませんが、 他のフォーム上のデータビューの変数を参照することは、 外
部リファレンスになります。

外部リファレンスの構文は以下のとおりです。

<form-name>#<variable-reference>

変数が、 データビューで宣言される場合、 外部リファレンスは以下の構文を持ち
ます。

<form-name>#<data-view-name>.<variable-reference>

表 3-6 外部リファレンスの構文要素

以下の NXJ プログラ ミ ング言語文を使う と、 EmployeeMgt フォームから EMP_ID
変数値が利用できます。

BEFORE FIND
{
EMP_ID.searchRanges = EmployeeMgt#EMP_ID;
}

要素 説明

<container-name> 変数が宣言されているフォーム名、 データビュー名、

ボックス名あるいはタブ名

<variable-reference> 参照されるコンテナ内の変数名
38 Unify NXJ プログラ ミング言語ガイ ド



以下の NXJ プログラ ミ ング言語文を使う と、 EmployeeMgt フォームの
EXPENSE_REQUEST データビューから  “total” 変数が利用できます。

BEFORE FORM
{
if ( XReport#ROFIDA_EXPENSE.total > 1000.00 )

{
session.displayToMessageBox(“Total exceeds $1000.00!”);
}

...

外部リファレンスは、 埋め込み SQL文で使用することもできます。 例えば、 以下
の NXJ プログラ ミ ング言語文を使う と、 “Entry” という名前の親フォームから
EMP_ID変数が利用できます。

NullableAmount amt;
EXEC SQL SELECT LIMIT FROM ROFIDA.LIMIT 

WHERE EMP_ID = :Entry#EMP_ID
INTO workEMP_ID;
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スクリプ トの構造と構文 4
この章では、 NXJ プログラ ミ ング言語フォームスクリプ トの構造と構文を説明し
ます。

スクリプ トの構造

フォームスクリプ トのハイレベルな構造は、 フォームに追加されたフ ィールド コ
ン ト ロールとデータビューに基づいてアプリケーシ ョ ンデザイナが、 作成、 管理
します。 例えば、 “XReport” という フォームを作成して以下の項目を含めたと しま
す。

データビュー

テキスト

繰り返し領域の
フ ィールド コン ト ロール

フ ィールド コン ト ロール
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作成するフォームスクリプ トに対応するテンプレートが作成されます。 テンプ
レートには、 フォームのフ ィールド コン ト ロールとデータビューの各セクシ ョ ン
と、 フォーム自身のセクシ ョ ンがあります。 

FORM XRequest
{

FIELD REPORT_ID
{
}
FIELD EMP_ID
{
}
FIELD FROM_DATE
{
}
FIELD TO_DATE
{
}
FIELD AUTHORIZED
{
}
FIELD REIMBURSED
{
}
DATA VIEW ROFIDA_EXPENSE
{

FIELD CATEGORY
{
}
FIELD ITEM
{
}
FIELD INCURRED
{
}
FIELD XAMOUNT
{
}

}
}

DATA VIEW セクシ ョ ン

FORM セクシ ョ ン

FIELD セクシ ョ ン
42 Unify NXJ プログラ ミング言語ガイ ド



フォームのボックスは実行時に操作できないので、 フォームスク リプ トにはこれ
らのセクシ ョ ンがありません。 繰り返し領域も全般的には実行時に操作できませ
ん。 代わりに、 フォームスクリプ トには、 繰り返し領域中の個別のフ ィールドの
イベン トセクシ ョ ンがあります。 フォームのラベルは、 通常、 実行時に操作でき
ないので、 フォームスクリプ トにはこれらのオブジェク トのセクシ ョ ンがありま
せん。

それぞれのイベン トセクシ ョ ンは、 Java プログラムと同じように中括弧 ({ }) で区
切られています。 イベン トセクシ ョ ンに NXJ プログラ ミ ング言語文を追加すると
きはこの中括弧の間に追加します。

各セクシ ョ ンの名前は、 アプリケーシ ョ ンデザイナで定義したフ ィールド コン ト
ロールやデータビューの名前に対応しています。 例えば FIELD REPORT_ID
フ ィールドセクシ ョ ンは、 フォーム左上の REPORT_ID数値型フ ィールド コン ト
ロール （「Request #」 という ラベル） を作成します。 

セクシ ョ ンによっては、 他のイベン トセクシ ョ ンにネス ト されているものもあり
ます。 例えば、 データビューのフ ィールド コン ト ロールはすべて DATA VIEW セ
クシ ョ ンに入っていますが、 これはこれらのフ ィールド コン ト ロールがデータ
ビューに属しているためです。 

注 – フォームスクリプ トのハイレベルな構造は アプリケーシ ョ ンデザイナで管理
されており、 フ ィールド コン ト ロールの削除や名前の変更などによって、 フォー
ムが変更されると自動的に更新されます。

スクリプ トの構文

フォームスクリプ トのイベン トセクシ ョ ンには次のものがあり、 タイプによって
独自の構文があります。 詳し くはこの後で説明します。

• FORM セクシ ョ ン

• DATA VIEW セクシ ョ ン

• FIELD セクシ ョ ン

• Contorol セクシ ョ ン
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以下の章にある構文の表では、 次のような表記規則を使用します。

FORM セクシ ョ ン

基本的に、 FORM セクシ ョ ンはフォームスクリプ ト全体です。 フォームスクリプ
トの構文は以下のとおりです。

<package-identification>
<import-statements>
FORM <form-name>

[ extends <form-parent-class> ]
{

( <NXJ-variable-declaration> 
| <command-declaration>
| <form-event-declaration>
| <field-declaration>
| <data-view-declaration>
| <method-declaration> 
)*

}

表 4-1 構文の表記規則

表記規則 目的

太字 太字はキーワードを表します。 文に表示されるテキス ト文字で

す。

<要素 > 山型の括弧は構文の要素を表します。

[<要素 >] 角括弧はオプシ ョ ン要素を表します。

 | 縦線は要素をグループに分けるためのもので、 1 つのグループに
は 1度しか使用できません。

(<要素 >) 丸括弧は要素グループを表します。 通常は各種の選択肢や繰り返

すことのできる要素グループを表します。

* アスタ リスクは、 上記のグループを任意の回数記述できることを

示します。 記述しな く てもかまいません。
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フォーム宣言は実行時に同じ名前の Java クラスに変わり、 この名前によって Java
パッケージの form クラスが特定されます。 このクラスは Unify NXJ ファウンデー
シ ョ ンクラス (com.unify.NXJ.mgr.NXJForm) を継承します。 NXJForm ファウン
デーシ ョ ンクラスもまたファウンデーシ ョ ンクラス
(com.unify.NXJ.mgr.NXJDataView) を継承します。 これは、 フォームオブジェク ト

表 4-2 FORM セクシ ョ ンの構文要素

要素 説明

<package-identification> アプリケーシ ョ ンデザイナでパッケージ修飾名のあ

るフォームを作成した場合は、 Form を宣言する前に
パッケージを宣言します。 例えば

“com/rofida/expense/EmployeeMgt” という名前でフォー
ムを作成するときは、 フォームスクリプ トに以下の

のようなパッケージ 文を含めます。

package com.rofida.expense;

<import-statements> フォームスクリプ トによって必要と される  import 文
です。 フォームスクリプ トは、 Unify NXJ ファウン
デーシ ョ ンクラス以外のクラスを使う場合は import
文が必要です。

FORM <form-name> フォーム宣言文。 フォーム作成時にフォームスクリ

プ トに自動的に追加されます。

<NXJ-variable-
declaration>

Java単一値変数宣言、 または複数値変数宣言です。
19 ページの 「NXJ 変数」 を参照して く ださい。 

<form-parent-class> 親クラスにはかかわらず、 名前は “sources/Classes”
ディ レク ト リに関連付けられる。

<command-declaration> 46 ページの 「開発者定義コマンド宣言」 を参照して

く ださい。

<form-event-declaration> 50 ページの 「Form イベン トセクシ ョ ン」 を参照して
く ださい。

<field-declaration> 60 ページの 「FIELD セクシ ョ ン」 を参照して く ださ
い。

<data-view-declaration> 53 ページの 「DATA VIEW セクシ ョ ン」 を参照して
く ださい。

<method-declaration> 標準の Java構文に準拠したメ ソ ッ ド宣言ですが、
Unify NXJ ファウンデーシ ョ ンクラスと Unify NXJ埋
込み型 SQLが使用できます。 68 ページの 「SQL文の
埋め込み」 を参照して く ださい。
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は暗黙的なデータビューオブジェク トであるためです。 暗黙的なデータビューに
は、 フォームと同じ名前があります。 フォーム上に置かれる他のデータビューは、
作成時に名前が付きます。

フォームレイアウトに置かれるフ ィールド コン ト ロールとデータビューはすべて、
フォームクラスの内部クラスになります。

NXJForm ファウンデーシ ョ ンクラスと NXJDataView フ ァウンデーシ ョ ンクラスに
はプロパテ ィ と メ ソ ッ ドがあり、 実行時にアプリケーシ ョ ンの情報を表示したり
動作を変更したりできます。 これらのプロパテ ィ と メ ソ ッ ドについては、 アプリ
ケーシ ョ ンデザイナのメニューバーで、 ヘルプ  > Javadoc を選択して Unify NXJ 
フォームプロセシング API を参照して下さい。

開発者定義コマンド宣言

開発者定義コマンド とは、 開発者が NXJ プログラ ミ ング言語文を使って定義する
コマンドです。 これらのコマンドは、 Unify NXJ で提供されるコマンド （例 ：
FIND） と区別するために、 開発者定義コマンド と呼ばれています。 通常、 コマン
ドはフォームやファンクシ ョ ンキーのボタンにマッピングされます。 ユーザが実
行時にボタンやファンクシ ョ ンキーをクリ ッ クすると、 コマンドが実行されます。
また、 queueCommand メ ソ ッ ドを使ってフォームスク リプ トからコマンドを呼び
出すこともできます。

コマンド宣言の構文は以下のとおりです。

COMMAND <command-name> [( <parameter-declaration parameter> ) ]
[ throws <Java-exception-list> ]

[ PROPERTIES
{
( activeMode = (ActiveMode_FIND | ActiveMode_AUD |

 ActiveMode_BOTH ) ;
| enabled = ( true | false ) ;
| editAction = ( EditAction_ACCEPT | EditAction_RESET | 

 EditAction_SUSPEND) ;
)*
} ]

{
<NXJ-statements>
}
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コマンド宣言は実行時に同じ名前の Java クラスに変わり、 この名前によって
フォームクラスのコマンドが特定されます。 このクラスは Unify NXJ ファウン
デーシ ョ ンクラス (com.unify.NXJ.mgr.NXJCommand) を継承します。 このクラス
で使用できるプロパテ ィ と メ ソ ッ ドについては、 NXJ フォームプロセシング API
を参照して く ださい。 

表 4-3 開発者定義コマンドの構文要素

要素 説明

COMMAND <command-name> コマンド宣言の文です。 コマンド名には Unify NXJ 
のコマンド名は使用できません。 コマンド名のリス

トについては、 Javadocの NXJCommand ファウン
デーシ ョ ンクラスを参照して く ださい。 Javadoc を開
くには、 アプリケーシ ョ ンデザイナのメニューバー

で、 ヘルプ >Javadoc を選択します。
[ <parameter-declaration 
parameter> ]

パラ メータ宣言文です。 parameter-declaration は、 オ
ブジェク トかオブジェク トのサブクラスでなければ

なりません。

throws <exception-list> Java メ ソ ッ ドでスローされる例外を宣言する標準的
な例外リス トです。

activeMode = 
(ActiveMode_FIND | 
ActiveMode_AUD | 
ActiveMode_BOTH )

コマンドがサポート されるデータビューのモードで

す。 activeModeのデフォルトは both です。

enabled = (true | false) コマンドが利用できるかどうかを表すフラグです。

enabledのデフォルトは true です。
editAction = ( 
EditAction_ACCEPT | 
EditAction_RESET | 
EditAction_SUSPEND)

実行時にコマンドを実行する前に、 データ入力が受

け付けられるかどうかを指定します。 次のようなオ

プシ ョ ンがあります。 
_ACCEPT ： コマンドを実行する前にインタラクシ ョ
ンサーバで入力データを受け付け、 処理します。

_RESET ： インタラクシ ョ ンサーバは入力データを
無視し、 データが入力される前の状態に戻してから、

コマンドを実行します。

_SUSEPEND ： インタラクシ ョ ンサーバは、 入力操
作を中断したままの状態でコマンドを実行します。

editActionのデフォルトは EditAction_ACCEPT で
す。

<NXJ-statements> コマンドが呼び出されたときに実行する NXJ プログ
ラ ミ ング言語文の本文です。
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以下の例では、 “XReport” というデータビュー用の、“authorize” という コマンドを定
義する方法が示されています。

FORM X
{

COMMAND authorize
{

AUTHORIZED = session.currentDate;
session.queueCommand("ADD_UPDATE", "XReport");

}

このコマンドでは、 まず AUTHORIZED フ ィールド コン ト ロールの値を現在の日
付に設定し、 次にデータベースにレコードを格納 （更新） して、 経費報告書が承
認されています。 authorize コマンドは、 以下のようにフォームのボタンにマップ
させることができます。 フォームにボタンコン ト ロールを置いた後、 Command プ
ロパテ ィのドロップダウンリス トから  “authorize” を選択することで、 ボタンの
Command プロパテ ィに、 authorize コマンドを設定します。

以下の例では、 Numericのパラ メータを使って、 パラ メータの値を表示する単純な
コマンドを示しています。

FORM Y
{

COMMAND showValue (Object inputValue)
{

if (inputValue != null)
{
session.messageBoxPrompt("The value is: " +inputValue);
}

}
}

showValue コマンドが呼び出されるときは、 必ずパラ メータが含まれていなければ
なりません。 例えば、 フォームスクリプ トの他のセクシ ョ ンからコマンドを呼び
出すには以下の構文を使います。

id=24;
session.queueCommand(showValue,id);
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指定されたパラ メータのデータ タイプは、 コマンド定義で宣言されたパラ メータ
のデータ タイプと互換のあるものでなければなりません。 showValue コマンドが呼
び出されてパラ メータが指定されていない場合は、 nullの値が渡されます。

この例では、 特定のレコードに移動するコマンドを示しています。

package Forms;

FORM Form2
{
NXJLeafNode mymenu;

COMMAND goToRecord(String recNumber)
{
int recNo = Integer.parseInt(recNumber);
Form2.positionToRecord(recNo);
}

BEFORE APPLICATION
{
mymenu = new NXJLeafNode();
mymenu.title = "Go To Record";
mymenu.command = "goToRecord";
mymenu.commandParameter = "1";
mymenu.toolTip = "Please enter a record number";
Form2.mainTree.treeRoot.add(mymenu);
recNumber = "1";
}
NXJ TREE mainTree
{
}
FIELD recNumber
{
WHEN VALUE CHANGES
{
mymenu.commandParameter = recNumber.toString();
}
}
FIELD COUNTRY_ISO_CODE
{
}
FIELD CITY_NAME
{
}
FIELD CITY_ID
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{
}

}

パラ メータは、 複雑な Java オブジェク ト を受け渡すのにも使用されます。

// Passing a complex Java object
//Customer.java

public class Customer {
public String name;
public String address;
public String city;

}

// using the object 
Customer myCustomer = new Customer();
BEFORE FORM

{
myCustomer.name = "UNIFY";
myCustomer.address = "my home";
myCustomer.city = "Sacramento";
session.queueCommand(addressCheck,myCustomer);
}

COMMAND addressCheck(Customer savCus)
{
session.displayToMessageBox(savCus.name + " - " + savCus.address + 
", " + savCus.city);
}

Form イベン トセクシ ョ ン

「概要」 の章で説明したように、 イベン トセクシ ョ ンはイベン ト発生時にだけ実行
されるビジネスルールのセッ トです。 FORM セクシ ョ ンで使用できるイベン トセ
クシ ョ ンは、 フォームや選択セッ トの処理に関連付けられています。 

フォーム固有のイベン トセクシ ョ ンの構文は以下のとおりです。

<event-section-name> 
[ throws <Java-exception-list> ] 

{

50 Unify NXJ プログラ ミング言語ガイ ド



<NXJ-statements>
}

イベン トセクシ ョ ンは、 それが発行されるクラスのメ ソ ッ ドになります。 例えば、
AFTER FIND イベン トのイベン トセクシ ョ ンがあれば、 このイベン トセクシ ョ ン
は Make操作中に afterFind() という Java メ ソ ッ ドに変換されます。 イベン トセク
シ ョ ンが空の場合は、 ファウンデーシ ョ ンクラスから継承されたメ ソ ッ ドになり
ます。

次の例では、 フォームの任意の場所で使用できる変数を BEFORE FORM イベン ト
セクシ ョ ンを使って初期化する方法が示されています。 この場合、 XReport フォー
ムの FROM_DATE フ ィールド コン ト ロールと TO_DATE フ ィールド コン ト ロール
の clear-to-add式が現在の日付で初期化されています。

FORM XReport
{

BEFORE FORM
{

FROM_DATE.clearAddExp = session.currentDate;
TO_DATE.clearAddExp = session.currentDate + 7;

}
...

表 4-4 イベン ト  セクシ ョ ンの構文要素

要素 説明

<event-section-name> 52 ページの表 4-5 と  57 ページの表 4-8 にあるイベン
トセクシ ョ ン名のどれかを使用します。

<Java-exception-list> Java メ ソ ッ ドでスローされる例外を宣言する標準的な
例外リス トです。 省略した場合、 標準的な Java メ
ソ ッ ド宣言とは異なり、 イベン トセクシ ョ ンでは任意

の例外をスローできます ( “java.lang.Exception” をス
ローするように宣言されている場合と同様 )。

イベン トセクシ ョ ンが “throws”節を持つ場合、 指定し
た例外のみスローすることができます。 どちらの場合

も、 イベン トセクシ ョ ンからスローされる例外は

Unify NXJ インタラクシ ョ ンサーバで扱われます。
<NXJ-statements> イベン ト発生時に実行する NXJ プログラ ミ ング言語

文の本文です。 文には埋込み型 SQL を含めることが
できます。 68 ページの 「SQL文の埋め込み」 を参照
して く ださい。
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以下の表には、 フォームイベン トセクシ ョ ン名と実行時期がそれぞれ示されてい
ます。

表 4-5 フォームイベン トセクシ ョ ン   (1 / 2)

イベン トセクシ ョ ン名 実行時期

BEFORE APPLICATION エン ト リ フォームの初期化で、 最初のステップと して実

行します。 このセクシ ョ ンでは、 ユーザ認証、 セキュリ

テ ィ制約の実施、 またはアプリケーシ ョ ン全体で使用さ

れる変数の初期化などを実行します。

このイベン トセクシ ョ ンを実行するタイ ミ ングについて

は、 82 ページの 「アプリケーシ ョ ンの開始」 を参照し

て く ださい。

BEFORE FORM フォーム初期化中に実行されます。 このセクシ ョ ンで、

フォームの各インスタンスを初期化します。 共通の

フォーム初期化作業は、 変数値の設定、

clear-to-add および clear-to-find式の設定が含まれます。
このイベン トセクシ ョ ンを実行するタイ ミ ングについて

は、 85 ページの 「フォームの初期化」 を参照して く だ

さい。

ON NEXT FORM NEXT_FORM コマンドが実行される時に実行されます。
このセクシ ョ ンでは、 すべての必須項目が入力されてい

るかどうかの確認、 フォームの状態の確認などを実行し

ます。

このイベン トセクシ ョ ンを実行するタイ ミ ングについて

は、 88 ページの 「次フォームに移動」 を参照して く だ

さい。 
evaluateNextFormCondition NEXT_FORM操作中に実行されます。 このメ ソ ッ ドは、

次フォームリス ト中の各条件付きエン ト リに対して実行

されます。 次フォームの選択メニューに、 条件付フォー

ムを含めるかどうかを判断するために、 このメ ソ ッ ドは

trueか false を返さなければなりません。
このイベン トセクシ ョ ンを実行するタイ ミ ングについて

は、 88 ページの 「次フォームに移動」 を参照して く だ

さい。 
AFTER FORM RETURN PREVIOUS_FORM または CANCEL_FORM操作中に実

行されます。

このイベン トセクシ ョ ンを実行するタイ ミ ングについて

は、 91 ページの 「前フォームに移動」 と  95 ページの
「ズームフォームの取り消し」 を参照して く ださい。
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DATA VIEW セクシ ョ ン 

データビューは、 独自の選択セッ ト を持つフォームの領域です。 多くの場合、
データビューはフォームとは別のターゲッ ト テーブルに関連付けられています。
フォーム自体が、 本質的にはデータビューです。

フォームにはデータビューを追加することもできます。 その場合は、 フォームの
レイアウトにデータビューを配置して作成します。 データビューは、 フォームス
クリプ トの DATA VIEW セクシ ョ ンで定義されます。 フォームには複数のデータ
ビューがありますが、 データビュー同士をネス ト させることはできません。

AFTER ZOOM ズームフォームから始められた PREVIOUS_FORM 操作
中に実行されます。 このセクシ ョ ンでは、 すべての必須

項目が入力されているかどうかの確認、 フォームの状態

の確認、 zoomReturnExpressions プロパテ ィが正し く設定
されているかどうかの確認などを実行します。

このイベン トセクシ ョ ンを実行するタイ ミ ングについて

は、 91 ページの 「前フォームに移動」 を参照して く だ

さい。

ON PREVIOUS FORM PREVIOUS_FORM操作中に実行されます。 このセク
シ ョ ンでは、 すべての必須項目が入力されているかどう

かの確認、 フォームの状態の確認などを実行します。

このイベン トセクシ ョ ンを実行するタイ ミ ングについて

は、 91 ページの 「前フォームに移動」 を参照して く だ

さい。

ON EXIT EXIT操作中に実行されます。 このセクシ ョ ンでは、 ア
プリケーシ ョ ンを終了する前に必要な、 カレン ト フォー

ムに関連した処理のクリーンアップを実行します。

このイベン トセクシ ョ ンを実行するタイ ミ ングについて

は、 83 ページの 「アプリケーシ ョ ンの終了」 を参照し

て く ださい。

AFTER APPLICATION アプリケーシ ョ ンを終了する時に実行されます。 このセ

クシ ョ ンでは、 カウン トの更新、 メ ッセージの表示、 統

計の概要の表示など、 アプリケーシ ョ ンの終了時に行う

操作を実行します。

このイベン トセクシ ョ ンを実行するタイ ミ ングについて

は、 83 ページの 「アプリケーシ ョ ンの終了」 を参照し

て く ださい。

表 4-5 フォームイベン トセクシ ョ ン   (2 / 2)

イベン トセクシ ョ ン名 実行時期
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DATA VIEW セクシ ョ ンの構文は以下のとおりです。

DATA VIEW <data-view-name> 
[ extends <data-view-parent-class> ]

{
( <NXJ-variable-declaration> 
| <data-view-event-section> 
| <field-declaration>
| <method-declaration> 
)*

}

DATA VIEW宣言は同じ名前の Java内部クラスとインスタンス変数に変わり、 こ
の名前によってフォームクラスのデータビューが特定されます。 生成された Java
クラスは Unify NXJ ファウンデーシ ョ ンクラス (com.unify.NXJ.mgr.NXJDataView)
を継承します。 データビューで宣言されたフ ィールドは、 そのデータビュークラ
ス内の内部クラスになります。 このクラスで利用できるプロパテ ィ と メ ソ ッ ドに
ついては、 アプリケーシ ョ ンデザイナのメニューバーで、 ヘルプ >Javadoc を選択
して Unify NXJ フォームプロセシング API を参照して下さい。 

表 4-6 DATA VIEW セクシ ョ ンの構文要素

要素 説明

DATA VIEW <data-view-name> データビュー宣言文。 データビュー作成時に

フォームスクリプ トに自動的に追加されます。 
<data-view-parent-class> 親クラスにはかかわらず、 名前は

“sources/Classes” ディ レク ト リに関連付けられ
る。

<NXJ-variable-declaration> Java 単一値変数宣言、 または複数値変数宣言
です。 19 ページの 「NXJ 変数」 を参照して く
ださい。

<data-view-event-section> 55 ページの 「Data View イベン トセクシ ョ ン」
を参照して く ださい。

<field-declaration> 60 ページの 「FIELD セクシ ョ ン」 を参照して
く ださい。

<method-declaration> 標準の Java構文に準拠するメ ソ ッ ド宣言で、
メ ソ ッ ド本文に NXJ プログラ ミ ング言語文を
含めることができます。 文には埋込み型 SQL
を含めることができます。 68 ページの 「SQL
文の埋め込み」」 を参照して く ださい。
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データビューにイベン トセクシ ョ ンやメ ソ ッ ド定義を追加する場合は、 フォーム
の中括弧 ({ }) ではな くデータビューの中括弧内 ({ }) に置きます。

このブロッ クの外にあるフ ィールドやイベン トセクシ ョ ンは、 フォームに属する
ものと見なされます。 これは重要なポイン トで、 データビューのイベン トセク
シ ョ ンも正規のフォームのイベン トセクシ ョ ンなので、 データビューのイベン ト
セクシ ョ ンを間違った場所に置く とコンパイラで検出できないことがあります。

Data View イベン トセクシ ョ ン

データビューのイベン トセクシ ョ ンは、 選択セッ トのレコードの処理に関連付け
られています。 

データビューイベン トセクシ ョ ン要素の構文は、 以下のとおりです。

<event-section-name> 
[ throws <Java-exception-list> ] 

{
<NXJ-statements>

}

フォームの
ON CLEAR TO ADD

データビューの 
ON CLEAR TO ADD

FORM XReport
{

ON CLEAR TO ADD
{
REPORT_ID = getNextNum("XREPORT");
}

DATA VIEW ROFIDA_EXPENSE
{

ON CLEAR TO ADD
{
ITEM = recordCount;
}

}
}
...
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以下の例は、 ON CLEAR TO ADD イベン トセクシ ョ ンが、 レコードが追加される
毎にビジネスルール (recordCount) を起動する方法を示しています。

DATA VIEW ROFIDA_EXPENSE
{

ON CLEAR TO ADD
{

ITEM = recordCount;
}

...

表 4-7 Data View イベン トセクシ ョ ンの構文要素

要素 説明

<event-section-name> この次に示す表 4-8のイベン トセクシ ョ ン名のどれか
を使用します。 

<Java-exception-list> Java メ ソ ッ ドでスローされる例外を宣言する標準的な
例外リス トです。 省略した場合、 標準的な Java メ
ソ ッ ド宣言とは異なり、 イベン トセクシ ョ ンでは任意

の例外をスローできます ( “java.lang.Exception” をス
ローするように宣言されている場合と同様 )。

イベン トセクシ ョ ンが “throws”節を持つ場合は、 指定
した例外のみスローすることができます。 どちらの場

合も、 イベン トセクシ ョ ンからスローされる例外は 
Unify NXJ インタラクシ ョ ンサーバ で扱われます。

<NXJ-statements> イベン ト発生時に実行する NXJ プログラ ミ ング言語
文の本文です。 文には埋込み型 SQL を含めることが
できます。 68 ページの 「SQL文の埋め込み」 を参照
して く ださい。
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以下の表は、 データビューイベン トセクシ ョ ン名と、 それがいつ実行されるかを
説明しています。

表 4-8 データビュー イベン トセクシ ョ ン   (1 / 3)

イベン トセクシ ョ ン名 実行時期

ON CLEAR TO FIND CLEAR_TO_ADD コマンドが発行される時に実行されま
す。 検索条件を設定するために、 このセクシ ョ ンを使う

ことができます。

このイベン トセクシ ョ ンを実行するタイ ミ ングについて

は、 98 ページの 「Clear-to-find 操作」 を参照して く ださ
い。

BEFORE FIND FIND操作の最初のステップと して実行されます。 ユー
ザが指定した検索条件を強化するために、 このセクシ ョ

ンを使う ことができます。

このイベン トセクシ ョ ンを実行するタイ ミ ングについて

は、 96 ページの 「レコードの検索」 を参照して く ださ

い。

ON FIND 検索条件に一致した各ターゲッ トテーブル行に対して

FIND 操作中に実行されます。 各レコード単位で処理を
実行したり、 選択セッ トに対象行を含めないようにした

りするために、 このセクシ ョ ンを使用することができま

す。

このイベン トセクシ ョ ンを実行するタイ ミ ングについて

は、 96 ページの 「レコードの検索」 を参照して く ださ

い。

AFTER FIND FIND操作が完了した後で実行されます。 検索の状態の
確認、 合計の更新、 有効性のチェ ックを行うために、 こ

のセクシ ョ ンを使用することができます。

このイベン トセクシ ョ ンを実行するタイ ミ ングについて

は、 96 ページの 「レコードの検索」 を参照して く ださ

い。

ON CLEAR TO ADD CLEAR_TO_ADD操作が実行された後に実行されます。
変数のデフォルト値をセッ トするためにこのセクシ ョ ン

を使用することができます。

このイベン トセクシ ョ ンを実行するタイ ミ ングについて

は、 105 ページの 「Clear-to-add操作」 を参照して く ださ
い。
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BEFORE ADD ADD_UPDATE コマンドが、 新規レコードに対して発行
される時に実行されます。 新規レコードの値の確認、 表

示されないターゲッ ト値の計算、 検査記録の作成など

に、 このセクシ ョ ンを使用することができます。

このイベン トセクシ ョ ンを実行するタイ ミ ングについて

は、 102 ページの 「レコードの追加と更新」 を参照して

く ださい。

AFTER ADD ADD操作が完了した後に実行されます。 追加操作の状
態を確認、 追加された行数のカウンタを増加したり、 合

計を更新するために、 このセクシ ョ ンを使用することが

できます。

このイベン トセクシ ョ ンを実行するタイ ミ ングについて

は、 102 ページの 「レコードの追加と更新」 を参照して

く ださい。

BEFORE UPDATE ADD_UPDATE コマンドが、 既存のレコードに対して発
行される時に実行されます。 更新した値の確認、 表示さ

れないターゲッ ト値の計算、 検査記録の作成、 追加のセ

キュリテ ィ制約の提供や、 合計を初期化するために、 こ

のセクシ ョ ンを使用することができます。

このイベン トセクシ ョ ンを実行するタイ ミ ングについて

は、 102 ページの 「レコードの追加と更新」 を参照して

く ださい。

AFTER UPDATE UPDATE操作が完了した後に実行されます。 更新操作の
状態を確認、 更新された行数のカウンタを増加したり、

合計を更新するために、 このセクシ ョ ンを使用すること

ができます。

このイベン トセクシ ョ ンを実行するタイ ミ ングについて

は、 102 ページの 「レコードの追加と更新」 を参照して

く ださい。

BEFORE DELETE DELETE コマンドが発行される時に実行されます。 検査
記録の作成、 追加のセキュリテ ィ制約の提供や、 合計を

初期化するために、 このセクシ ョ ンを使用することがで

きます。

このイベン トセクシ ョ ンを実行するタイ ミ ングについて

は、 107 ページの 「レコードの削除」 を参照して く ださ

い。

表 4-8 データビュー イベン トセクシ ョ ン   (2 / 3)

イベン トセクシ ョ ン名 実行時期
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警告 – Batch Record Changes プロパテ ィが falseの場合は、 ON 
NEXTRECORD と  ON PREVIOUS RECORD イベン トセクシ ョ ンは対応す
るイベン ト （次レコード操作、 前レコード操作） が起きたときでも、 実
行されません。 これらのイベン トセクシ ョ ンが実行されるのは、 次の 2
つのケースだけです。 (1) ユーザがカレン ト行を変更した。 (2) データ
ビュースクリプ トのセクシ ョ ンに BEFORE RECORD イベン トセクシ ョ
ンが存在する。

AFTER DELETE DELETE操作が完了した後に実行されます。 削除操作の
状態の確認、 削除された行数のカウンタを増加したり、

合計を更新するために、 このセクシ ョ ンを使用すること

ができます。

このイベン トセクシ ョ ンを実行するタイ ミ ングについて

は、 107 ページの 「レコードの削除」 を参照して く ださ

い。

ON NEXT RECORD NEXT_RECORD、 NEXT_SET、 LAST_RECORD コマン
ドが発行された時に実行されます。 但し、 この表の下に

ある警告を参照して く ださい。

このイベン トセクシ ョ ンを実行するタイ ミ ングについて

は、 110 ページの 「次レコード  に移動」 を参照して く だ
さい。

ON PREVIOUS RECORD PREVIOUS_RECORD、 PREVIOUS_SET、
FIRST_RECORD コマンドが発行された時に実行されま
す。 但し、 この表の下にある警告を参照して く ださい。

このイベン トセクシ ョ ンを実行するタイ ミ ングについて

は、 112 ページの 「前レコードに移動」 を参照して く だ

さい。

BEFORE RECORD 新規レコードがカレン トになる時に実行されます。

このイベン トセクシ ョ ンを実行するタイ ミ ングについて

は、 110 ページの 「次レコード  に移動」 と  112 ページの
「前レコードに移動」 を参照して く ださい。

表 4-8 データビュー イベン トセクシ ョ ン   (3 / 3)

イベン トセクシ ョ ン名 実行時期
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FIELD セクシ ョ ン 

FIELD セクシ ョ ンは、 フォーム上の任意のフ ィールド コン ト ロールのイベン トセ
クシ ョ ンを指定するために使用します。 FIELD セクシ ョ ンの構文は、 以下のとお
りです。

FIELD <field-name>
{

( <Java-variable-declaration>
| <field-event-section>
| <method-declaration> 
)*

}

FIELD宣言は同じ名前の Java クラスとインスタンス変数に変わり、 この名前に
よってフォームやデータビューのフ ィールド クラスが特定されます。 このクラス
は Unify NXJ ファウンデーシ ョ ンインタフ ェース
(com.unify.NXJ.mgr.datatypes.NullableField) を継承します。

表 4-9 FIELD セクシ ョ ンの構文要素

要素 説明

FIELD <field-name> フ ィールド宣言文。 フ ィールド コン ト ロール

作成時にフォームスクリプ トに自動的に追加

されます。

<data-view-parent-class> 親クラスにはかかわらず、 名前は

“sources/Classes” ディ レク ト リに関連付けられ
る。

<Java-variable-declaration> Java 変数宣言。 
<field-event-section> 61 ページの 「Field イベン トセクシ ョ ン」 を参

照して く ださい。

<method-declaration> 標準の Java構文に準拠するメ ソ ッ ド宣言で、
メ ソ ッ ド本文に NXJ プログラ ミ ング言語文を
含めることができます。 文には埋込み型 SQL
を含めることができます。 68 ページの 「SQL
文の埋め込み」 を参照して く ださい。
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Field イベントセクション

FIELD イベン トセクシ ョ ンの構文は、 以下のとおりです。

<event-section-name> 
[ throws <Java-exception-list> ] 

{
<NXJ-statements>

}

表 4-10 FIELD イベン トセクシ ョ ンの構文要素

要素 説明

<event-section-name> この次に示す表 4-11のイベン トセクシ ョ ン名のどれ
かを使用します。 

<Java-exception-list> Java メ ソ ッ ドでスローされる例外を宣言する標準的な
例外リス トです。 省略した場合、 標準的な Java メ
ソ ッ ド宣言とは異なり、 イベン トセクシ ョ ンでは任意

の例外をスローできます ( “java.lang.Exception” をス
ローするように宣言されている場合と同様 )。

イベン トセクシ ョ ンが “throws” 節を持つ場合、 指定し
た例外のみスローすることができます。 どちらの場合

も、 イベン トセクシ ョ ンからスローされる例外は

NXJ インタラクシ ョ ンサーバで扱われます。
<NXJ-statements> イベン ト発生時に実行する NXJ プログラ ミ ング言語

文の本文です。 文には埋込み型 SQL を含めることが
できます。 68 ページの 「SQL文の埋め込み」 を参照
して く ださい。
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イベン トセクシ ョ ンは、 それが発行されるクラスのメ ソ ッ ドになります。 例えば、
BEFORE FIELD イベン トのイベン トセクシ ョ ンがあれば、 このイベン トセクシ ョ
ンは Make 操作中に beforeField() という Java メ ソ ッ ドに変換されます。

表 4-11 フ ィールドイベン トセクシ ョ ン

イベン トセクシ ョ ン名 実行時期

INIT FIELD フォームが初期化される時に実行されます。 フ ィールド

の初期化が行えるセクシ ョ ンです。

このイベン トセクシ ョ ンを実行するタイ ミ ングについて

は、 85 ページの 「フォームの初期化」 を参照して く だ

さい。

BEFORE FIELD フ ィールドがカレン トになる時に実行されます （データ

ビューが AUD モードの場合）。 ローカルフ ィールドの
初期化が行えるセクシ ョ ンです。

このイベン ト  セクシ ョ ンを実行するタイ ミ ングについ
ては、 114 ページの 「フ ィールド位置」 を参照して く だ

さい。

ON DATA ACCEPT ユーザによる新規入力の値を受け入れるために実行され

ます。 ただし、 FIND モードではユーザは、 検索条件を
入力するため、 AUD モードでのみ実行されます。 ユー
ザの入力を検証して、 その受け入れや、 拒否を行う こと

ができるセクシ ョ ンです。

このイベン トセクシ ョ ンを実行するタイ ミ ングについて

は、 120 ページの 「ユーザ入力の処理」 を参照して く だ

さい。

AFTER FIELD フォーカスがフ ィールドから離れて移動する時に実行さ

れます （データビューが AUD モードの場合）。 
このイベン トセクシ ョ ンを実行するタイ ミ ングについて

は、 114 ページの 「フ ィールド位置」 を参照して く ださ

い。

WHEN VALUE CHANGES フ ィールド変数の値が変わるときに実行されます。

このイベン トセクシ ョ ンを実行するタイ ミ ングについて

は、 120 ページの 「ユーザ入力の処理」 を参照して く だ

さい。
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以下の例では、 ON DATA ACCEPT イベン トセクシ ョ ンを使って、 指定した制限に
対するユーザ入力を検証しています。

...
FIELD XAMOUNT
{

ON DATA ACCEPT
throws java.sql.SQLException, 
com.unify.NXJ.mgr.datatypes.NXJNullValueException,
com.unify.NXJ.mgr.dataConnection.NXJDataConnectionException

{
NullableAmount limit = null;
EXEC SQL SELECT LIMIT FROM ROFIDA.LIMIT 

WHERE EMP_ID = :EMP_ID AND CAT_ID = :CATEGORY
INTO limit;

if ( (! ( limit.isNull() ) ) && ( XAMOUNT > limit ) ) 
{
session.displayToMessageBox(
"Amount exceeds limit for this employee.");

 rejectOperation();
}

}
}

Control セクシ ョ ン

Control セクシ ョ ンは、 ファイル選択コン ト ロールのイベン ト処理を変更するため
に使用されます。 Control セクシ ョ ンは、 イベン ト処理動作のないコン ト ロールを
宣言するために使用することもできます。 レイアウトに実在するコン ト ロールは
すべて、 コン ト ロールと して宣言する必要があるので、 これらの宣言型のコン ト
ロールセクシ ョ ンが必要になります。 次のコン ト ロールは宣言型の Control セク
シ ョ ンを持つことができます。

Boxes
Buttons and image buttons
Components
Dynamic text
Images
Inline frames
JavaScript
Labels
Lines
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Links
Navigation bar
Styled text
Tab set

ファイル選択コン ト ロール以外のコン ト ロールはイベン トセクシ ョ ンを持つこと
はできないので、 データビューおよびフ ィールド とは異なり、 これらの宣言は
フォームスクリプ トに自動的には追加されません。 コン ト ロールの 1 つにアクセ
スするには、 コードの名前でコン ト ロールを参照します。 例えば、

label1.foregroundColor = ‘red”; 

Event-Handling コン ト ロールの構文は、 以下のとおりです。

<control-type> <control-name>
{

( <Java-variable-declaration>
| <control-event-section>
| <method-declaration> 
)*

}

単一の宣言型のコン ト ロールセクシ ョ ンの構文は、 以下のとおりです。

(<declarative-control-type> <control-name> ;

表 4-12 Control セクシ ョ ンの構文要素

要素 説明

<control-type> コン ト ロールのタイプ。 以下のものでなけれ
ばなりません。
NXJ FILE CHOOSER

<control-parent-class> 親クラスにはかかわらず、 名前は

“sources/Classes” ディ レク ト リに関連付けられ
る。

ボックス、 タブ、 ボタン、 ダイナミ ッ クテキ

スト、 イ メージボタン、 ラベル、 スタイルテ

キス トボッ クス、 線、 リンクコン ト ロールだ

けが親クラスを持つことができます。
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Control イベン トセクシ ョ ン

Control イベン トセクシ ョ ンの構文は、 以下のとおりです。

<event-section-name>
[throws <Java-exception-list>]
{

<NXJ-statements>
}

<declarative-control-type> 単一の宣言型のコン ト ロールのコン ト ロール

タイプ。 以下の内の 1 つでなければなりませ
ん。
BOX
NXJ BUTTON
NXJ DYNAMIC TEXT
NXJ IFRAME
NXJ IMAGE
NXJ IMAGE BUTTON
NXJ JAVASCRIPT
NXJ LABEL
NXJ LINE
NXJ LINK
NXJ NAVIGATION BAR
NXJ STYLED TEXT BOX
TAB SET

<control-name> コン ト ロール名。 フォームのコン ト ロール名
に一致しなければなりません。 

<Java-variable-declaration> Java変数宣言。
<control-event-section> 次の 65 ページの 「Control イベン トセクシ ョ

ン」 を参照して く ださい。

<method-declaration> 標準の Java構文に準拠したメ ソ ッ ド宣言です
が、 メ ソ ッ ド本文に NXJ プログラ ミ ング言語
文を含めることができます。 文には埋込み型

SQL を含めることができ  ます。 68 ページの
「SQL文の埋め込み」 を参照して く ださい。

表 4-12 Control セクシ ョ ンの構文要素

要素 説明
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ファイルのアップロードに関する詳細は、 『テキス トデータ とバイナリデータの使
い方』 を参照して く ださい。

推奨するイベン トセクシ ョ ンの順

FORM、 DATA VIEW、 FIELD セクシ ョ ンに追加するイベン トセクシ ョ ンは任意の
順に使用できます。 チーム開発を行なう場合、 これらのイベン トセクシ ョ ンの順
序を決めておけば、 チームのメンバ全員がスクリプ ト を合理的に使用できて便利
です。 以下に、 インタラクシ ョ ンサーバがイベン トセクシ ョ ンを実行する順序と
ほぼ同じイベン トセクシ ョ ンの順序を示します。

フォームレベル イベン トセクシ ョ ン

BEFORE APPLICATION

BEFORE FORM

ON CLEAR TO FIND

BEFORE FIND

ON FIND

AFTER FIND

ON CLEAR TO ADD

BEFORE ADD

AFTER ADD

BEFORE UPDATE

AFTER UPDATE 

表 4-13 Control イベン トセクシ ョ ンの構文要素

要素 説明

<event-section-name> ON UPLOAD またはWHEN UPLOAD COMPLETES
<NXJ-statements> イベン ト発生時に実行する NXJ プログラ ミ ング言語

文の本文です。 文には埋込み型 SQL を含めることが
できます。 68 ページの 「SQL文の埋め込み」 を参照
して く ださい。
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BEFORE DELETE

AFTER DELETE

ON NEXT RECORD

ON PREVIOUS RECORD

BEFORE RECORD

ON NEXT FORM

AFTER FORM RETURN

AFTER ZOOM

ON PREVIOUS FORM

ON EXIT

AFTER APPLICATION

データビュー イベン トセクシ ョ ン

ON CLEAR TO FIND

BEFORE FIND

ON FIND

AFTER FIND

ON CLEAR TO ADD

BEFORE ADD

AFTER ADD

BEFORE UPDATE

AFTER UPDATE

BEFORE DELETE

AFTER DELETE

ON NEXT RECORD

ON PREVIOUS RECORD

BEFORE RECORD
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フ ィールドレベル イベン トセクシ ョ ン

INIT FIELD

BEFORE FIELD

ON DATA ACCEPT

AFTER FIELD

WHEN VALUE CHANGES

ファイル選択 イベン トセクシ ョ ン

ON UPLOAD

WHEN UPLOAD COMPLETE

SQL文の埋め込み

このセクシ ョ ンでは、 フォームスクリプ トの埋め込み SQL文の構文について説明
します。 SQL文は <NXJ statements>や <method declaration> であれば、 どのスクリ
プ ト要素にも埋め込むことができます。 

埋め込み SQL文の構文には、 以下の 3 つのカテゴリがあります。

• シンプル埋め込み SQL、 例えば UPDATE、 DELETE、 INSERT

• SELECT文

• ロッ ク文

Oracle、 DataServer、 Infomixデータベースを使用している場合、 NXJ アプリケー
シ ョ ンからス トアドプロシージャを呼び出して準備し、 実行するために埋込み型
SQL を利用することができます。 詳細については、 『ス ト アドプロシージャの呼び
出し方』 を参照して く ださい。

シンプル埋め込み SQL文

多くの場合、 埋め込み SQL文では、 以下のような簡単な SQL文構文が使用されま
す。
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EXEC SQL [ USING CONNECTION <connection-name> ]
<SQL-statement> ;

コネクシ ョ ン

コネクシ ョ ン名には、 プロジェ ク トで定義したコネクシ ョ ンを使用します。 コネ
クシ ョ ン名は識別子として指定します。 以下はその例です。

USING CONNECTION tutorial

USING CONNECTIONの節が省略されると、 以下のように、 文はデフォルトのコ
ネクシ ョ ンで実行されます。

• 埋め込み SQL文がフォームレベル イベン トセクシ ョ ン （例 ： ON NEXT 
FORM） にある場合は、 フォームのコネクシ ョ ンを使用。

• 埋め込み SQL文がデータビュー イベン トセクシ ョ ン （例 ： ON FIND） にあ
る場合は、 データビューのコネクシ ョ ンを使用。

• 埋め込み SQL文がフ ィールドレベル イベン トセクシ ョ ン （例 ： ON DATA 
ACCEPT） にある場合は、 フ ィールドが属するデータビューのデータコネク
シ ョ ンを使用。

フォームは暗黙的なデータビューと して動作するので注意が必要です。

COMMIT文や ROLLBACK文はアプリケーシ ョ ンのト ランザクシ ョ ン全体で機能
するので、 これらの文には USING CONNECTION節は使用できません。

プロジェク トでコネクシ ョ ンを定義する方法については、 『Unify NXJ 開発者ガイ
ド』 の第 3 章 「プロジェク ト」 を参照して下さい。

表 4-14 埋め込み SQLの構文要素

要素 説明

USING CONNECTION 
<connection-name>

SQL文が実行されるコネクシ ョ ンを識別するコネクシ ョ ン名
です。 次の 「コネクシ ョ ン」 を参照して く ださい。 

<SQL-statement> コネクシ ョ ンに関連付けられたデータベースと JDBC ド ライ
バがサポートする SQL文です。 文の終了時にはセミ コロンが
必要です。

SQL文には動的パラ メータが使用できます。 70 ページの 「動

的パラ メータ」 を参照して く ださい。 
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動的パラ メータ

Unify NXJ 変数や Java変数は、変数名の先頭にコロン “:” を付けると SQL文から参
照できます。 SQL文では、 このような変数リファレンスは動的パラ メータ と して
扱われます。

例

埋め込み UPDATE文の例を次に示します。

private int setNextNum(String type, int newNum)
throws java.sql.SQLException
com.unify.NXJ.mgr.datatypes.NXJNullValueException,
com.unify.NXJ.mgr.dataConnection.NXJDataConnectionException

{
EXEC SQL USING CONNECTION tutorial
UPDATE ROFIDA.NEXT_NUMBER SET NUM = :newNum
WHERE NTYPE = :type ;
return session.status;

}

この例では 2 つの動的パラ メータが使用されています。 1 つは NUM に新しい更新
値を提供する  “:newNum” で、 も う 1 つは更新するレコードを識別するためのキー
を提供する  “:type” です。

埋込み型 SELECT文

埋込み型 SQL SELECT文の基本構文は、 以下のとおりです。

EXEC SQL [ USING CONNECTION <connection-name> ]
SELECT <SQL-SELECT-body> 

INTO <variable-list> ;

選択された行それぞれで NXJ プログラ ミ ング言語文のブロッ クを実行するには、
以下の構文を使用します。
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EXEC SQL [ USING CONNECTION <connection-name> ]
SELECT <SQL-SELECT-body>

INTO <variable-list> 
 EXECUTING

{
<Java-statements>
}

Javaループ文の “continue” と “break”は、 ループを実行したり中止したりするため
に、 EXECUTING ブロッ クで使用することができます。

SELECT文にオプシ ョ ンの EXECUTING ブロッ クがなければ、 “INTO” 変数には選
択条件に一致する第 1 レコードの値が含まれます。

Unify NXJ 変数をパラ メータか、 ターゲッ トの取り出しに使用すれば、 Null値は自
動的に処理されます。 基本型に NULL値を選択すると NXJNullValueExceptionが発
生します。

以下の NXJ プログラ ミ ング言語文では、 埋込み型 SELECT文を使って、 指定した
日の上位 5 位の映画の配列を作成しています。

表 4-15 埋込み型 SELECTの構文要素

要素 説明

USING CONNECTION 
<connection-name>

文が実行されるコネクシ ョ ン名です。 69 ページの
「コネクシ ョ ン」 を参照して く ださい。

<SQL-SELECT-body> SQL SELECT文の本文です。 シンプル埋め込み SQL
文の場合と同様、 ここに変数を埋め込むことができま

す。 前述の 70 ページの 「動的パラ メータ」 を参照し

て く ださい。

INTO <variable-list> コンマで区切られた変数のリス ト。 SQL SELECT文の
列の値にそれぞれが対応しています。 マッピングされ

た列の値のデータ タイプは、 対応する “INTO”変数の
タイプと一致する必要があります。

変数の前にはコロンは付けません。

INTO変数は選択されたレコードの列の値を含めるた
めに、 毎回リセッ ト されます。 

<Java-statements> SELECT文でレコードが選択されるたびに実行される
NXJ プログラ ミ ング言語文の本文です。
スクリプ トの構造と構文 71



String[] getTopFive(NullableDateVariable weekendDate)
throws java.sql.SQLException
com.unify.NXJ.mgr.datatypes.NXJNullValueException,
com.unify.NXJ.mgr.dataConnection.NXJDataConnectionException
{
String[]topFive= new String[5];
int count = 0;
int movieId;
StringmovieTitle=null;
NullableAmount movieSales;

EXEC SQL
 SELECT moviegross.mov_id, mov_wkend_gross_sales, mov_title 

FROM movie.moviegross, movie.movielist 
WHERE mov_wkend_dt = :weekendDate
    AND moviegross.mov_id = movielist.mov_id
ORDER BY mov_wkend_gross_sales ASC
INTO movieId, movieTitle, movieSales

    EXECUTING
{
topFive[count] = movieTitle;
++count;
if ( count >= 5 )
    {
    break;
    }
}

return topFive;

    }
Oracle データベース使用時には、 組み込み SQL SELECT文が、 予期せずに Oracle 
Sequence を増加させてしまう場合があることに注意して下さい。

他のデータベースでは、 組み込み SQL を準備 (prepare) するだけで使用する列リス
トが利用可能になりますが、 Oracle では必要な情報が取得できないために、 実際
に SQL文を実行する必要があります。
SELECT文は、 通常データベース中のいかなるデータも変更しませんが、 Oracle 
Sequence (Squenceはデータベースの特殊なオブジェク トで、 自動的に、 次の番号
などのユニークな識別子を生成するために使用されます ) を参照する SELECT文
だけは、 問題になります。
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SELECT文が sequence を参照している場合、 その SELECT文を実行すると、
sequenceの値が増加してしまいます。 したがって、 アプリケーシ ョ ンデザイナは、
sequence を参照する SELECT文のコンパイルチェ ッ クを行いません。 sequence を
参照しているかどうかは、 ”name.nextval” というパターン (nameは識別子 )が
SELECT文に含まれているかどうかで判断します (“.nextval” に続く識別子は
sequence とみなします )。
しかしながら、 アプリケーシ ョ ンデザイナが SELECT文中の sequence を判別しな
いようにすることも可能です。 例えば、 Oracle sequence を参照するテーブルを作
成し、 そのテーブルをフォームコードから参照するようにします。 これにより、
アプリケーシ ョ ンデザイナは、 sequence を直接参照しませんので、 Oracle Sequence
が不必要に増加してしまう ことを防ぐことができます。

埋込み型ロック文

埋込み型ロッ ク文は、 ターゲッ トテーブル データベースタイプによってサポート
されるように、 ターゲッ トテーブルの 1 つ以上の行、 あるいはターゲッ トテーブ
ル全体をロッ クすることを可能にします。

ロッ クを管理するために埋込み型ロッ ク文を使用しない場合、 ロッ クは Unify NXJ
が自動で組み込んだ動作によって管理されます。 埋め込まれた対話型の操作は、
挿入、 更新、 削除操作が実行されるときに、 排他的なロッ クを自動的に獲得しま
す。 ロッ クは、 ト ランザクシ ョ ンがコ ミ ッ ト されるか、 ロールバックされると解
除されます。 ロッ ク文は、 異なるタイプのロックを獲得したり、 あるいは変更の
複雑なセッ ト を形成する前に全ての必要なロックを獲得することを確実にするた
めの機能を提供します。

埋め込み SQL ロッ ク文の構文は、 以下のとおりです。

EXEC SQL [ USING CONNECTION <connection-name> ]
LOCK TABLE <table-name> 

IN ( SHARE | UPDATE | EXCLUSIVE ) MODE 
[WHERE <where-clause>];

表 4-16 埋込み型ロック文の構文要素

要素 説明

USING CONNECTION 
<connection-name>

SQL 文が実行されるコネクシ ョ ンを識別するコネクシ ョ ン名
です。 69 ページの 「コネクシ ョ ン」 . を参照して く ださい。
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ロッ クモードのタイプは、 以下のとおりです。

• レコードの SHARE ロッ クは、 他のト ランザクシ ョ ンがそのレコードを読む
ことを許可します。 また、 別のト ランザクシ ョ ンより、 そのレコードへの
ロッ クの更新を許可します。 すべての共有ロックが解除されるまで、 そのレ
コード上への排他的ロッ クを許可しません。

• UPDATE ロッ クは、 これからレコードを変更する意図を示します。 他のト ラ
ンザクシ ョ ンがこのレコード読むことは許可しますが、 UPDATE ロッ クが消
去されるまで他のト ランザクシ ョ ンがそのレコードの UPDATEや排他的ロッ
クを許可しません。

• 排他的ロッ クは、 そのレコードを変更する前にレコードににかけられます。
排他的なロッ クが削除されるまで、 他のト ランザクシ ョ ンよりそのレコード
を読むことや、 どのタイプのロックを獲得することも許可しません。

例えば、 以下の NXJ プログラ ミ ング言語文は、 CATEGORY テーブルのすべての
行に UPDATE ロッ クをするコマンドを定義します。

COMMAND tableUpdate
{
EXEC SQL LOCK TABLE CATEGORY IN UPDATE MODE; 
if ( session.status == StatusCode.SS_NORM )

session.displayToMessageBox("Table successfully locked.");
else if ( session.status == StatusCode.SS_NIMP )

session.displayToMessageBox("Lock type not supported.");
else

session.displayToMessageBox("Table not locked due to: ” + 
session.status); 

}

<table-name> ロックが要求されるテーブル。 コネクシ ョ ンの中のテーブル

でなければなりません。

<where-clause> ロックが適用される行の選択基準を定義する WHERE句。
WHERE 句が省略される場合は、 ロッ クはテーブル全体に適
用されます。

表 4-16 埋込み型ロック文の構文要素

要素 説明
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Unify NXJがサポートするすべてのデータベースタイプが、 ロッ クモードの 3 つの
タイプすべてをサポートするとは限りません。 また、 すべてのデータベースタイ
プが、 行ベースのロックを許可するとは限りません。 テーブルベースのロックを
サポートするだけの場合もあります。 表 4-17は、 この機能に関する要約です。

これらのどのロッ クも、 一旦レコード、 も し くはテーブルにかけられると、 ト ラ
ンザクシ ョ ンの終わりまでかけられたままです。

エラー処理

このセクシ ョ ンでは、 NXJ アプリケーシ ョ ンでエラーを処理する方法を説明しま
す。 標準 Java例外を使う方法、 対話型の操作でエラーをテス トする方法、 埋め込
み SQL文でエラーを処理する方法があります。

ファウンデーシ ョ ンクラスでメ ソ ッ ドを呼び出すと、 例外がスローされエラーが
報告されます。 これらの例外をキャ ッチする必要はありませんが、 Java では例外
がスローされるとそのブロックのコードは実行されな く なるので注意が必要です。
イベン トセクシ ョ ンからスローされた例外は NXJ インタラクシ ョ ンサーバで自動
的に処理されます。例外は Javaの “try-catch”文を使ってキャ ッチされ、処理されま
す。

多くの場合、 対応する対話型の操作が正し く実行されたかどうかをイベン トセク
シ ョ ンのコードで確認する必要があります。 そのためには、 対話型の操作の後に
コードで session.status プロパテ ィ を確認します。 

status プロパテ ィは、 どの様なエラーが発生したかを明らかにするためのデータ
ベース固有の方法です。 操作が正し く実行された場合、 status プロパテ ィはゼロ
（StatusCode.SS_NORM） です。 正し く実行されなかった場合、 status プロパテ ィに
は StatusCode インタフ ェースで説明されているエラーコードが設定されます。
（アプリケーシ ョ ンデザイナのメニューバーで、 ヘルプ >Javadoc を選択して、
Javadocの StatusCode インタフ ェースを参照して下さい。） status プロパテ ィは埋め

表 4-17 サポートするロックの要約

データベース
タイプ SHARE ロッ ク UPDATE ロッ ク

EXCLUSIVE
ロッ ク

MS/SQL Server 行とテーブル 行とテーブル 行とテーブル

Oracle テーブルのみ 行とテーブル テーブルのみ
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込み SQL文によってリセッ ト されるので、 埋め込み SQL文を実行する前にテス ト
することが必要です。 以下のイベン トセクシ ョ ンを使用すると示された操作をテ
ス トできます。

埋め込み SQL文は、 行の操作が起きたかどうかをレポート し、 エラーが発生して
いる場合は例外をスローして session.status を設定します。 行が一件も検索されて
いなかったり、 INSERT、 UPDATE、 DELETE によって何も起きなかったり した場
合、 status プロパテ ィは StatusCode.SS_NOREC に設定されます。 それ以外の場合
は status プロパテ ィはゼロ （StatusCode.SS_NORM） に設定されます。

埋め込み SQL文のエラー状態は、 例外と ともにレポート されます。 文が使用する
接続の確立に問題がある場合、 NXJDataConnectionExceptionがスローされることが
あります。 選択した値が NULL で、 対応する INTO変数が Java基本型の場合、
NXJNullValueExceptionがスローされます。 データベース固有の問題が文とともに
レポート される場合は、 java.sql.SQLExceptionがスローされます。 このデータベー
ス固有の例外は、 NXJDataConnection クラスの mapToStatusCode() メ ソ ッ ドを使っ
て、 対象と しているデータベース固有の StatusCode値にマップできます。

NXJDataConnectionException と java.sql.SQLExceptionは、 ランタイム例外ではあり
ません。 このため、 自分のフォームスクリプ トで埋め込み SQL文を Java メ ソ ッ ド
に置く場合は、 このような例外をキャ ッチするかスローすることを宣言する必要
があります。

以下の例では、 レコードが検索されたかどうかを確認する session.status と、 SQL
例外を解釈する mapToStatusCode() メ ソ ッ ドの両方が使用されています。

BEFORE RECORD
{

try
{
String mgrFirstName=null;
String mgrLastName=null;
EXEC SQL SELECT FIRST_NAME, LAST_NAME

FROM ROFIDA.EMPLOYEE

表 4-18 イベン トセクシ ョ ンと操作

イベン トセクシ ョ ン テス トする対話型の操作

AFTER FIND FIND

AFTER ADD ADD_UPDATE

AFTER UPDATE ADD_UPDATE

AFTER DELETE DELETE
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WHERE EMP_ID = :MANAGER
INTO mgrFirstName, mgrLastName ;
if ( session.status == StatusCode.SS_NOREC )
{
ManagerField = "no manager";
}
else
{
ManagerField = mgrFirstName + ' ' + mgrLastName;
}
}

catch ( java.sql.SQLException sqlEx )
{
ManagerField = "Error "

+ session.getConnection(connectionName)
.mapToStatusCode(sqlEx)

+ " on manager lookup";
}

}

NXJ プログラ ミ ング言語を使用して、 カスタムエラー処理を定義することもでき
ます。 Unify NXJ Javadoc で、 NXJExceptionHandler インタフ ェースを参照して く だ
さい。
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アプリケーシ ョ ンの実行 5
この章では、 NXJ インタラクシ ョ ンサーバがアプリケーシ ョ ンを実行し、 さらに
NXJ プログラ ミ ング言語フォームスクリプ ト を実行する方法を説明します。

この章を読めば、 アプリケーシ ョ ンに必要なビジネスルールを実行できるイベン
トがわかります。 また、 デバッグのためのアプリケーシ ョ ン実行フローを理解す
ることもできます。

すでに説明されたように、 NXJ アプリケーシ ョ ンはイベン ト駆動で実行されます。
イベン トが発生すると、 NXJ インタラクシ ョ ンサーバは一定のアクシ ョ ンを実行
します。 アクシ ョ ンには、 そのイベン トのフォームスクリプ トで指定したイベン
トセクシ ョ ンの実行も含まれます。

NXJのイベン ト

NXJインタラクシ ョ ンサーバはNXJプログラ ミ ング言語スク リプ ト を記述する目的
にあわせて、 NXJ で定義されているイベン トだけを認識します。

表 5-1  NXJのイベン ト 　  (1 / 2)

カテゴリ イベン ト

アプリケーシ ョ ンレベルの処理 アプリケーシ ョ ンの開始

アプリケーシ ョ ンの終了

フォームナビゲーシ ョ ン フォームの初期化

次フォームに移動

前フォームに移動

ズームフォームに移動

ズームフォームの取り消し
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以下のセクシ ョ ンでは、 それぞれのイベン ト、 イベン ト を ト リガするアクシ ョ ン、
そのイベン トの結果と して実行されるスクリプ トのイベン トアクシ ョ ンについて
説明します。

データベース操作 レコードの検索

レコードの追加

レコードの更新

レコードの削除

レコードナビゲーシ ョ ン 選択セッ トの次レコード  に移動

選択セッ トの前レコードに移動

フ ィールドナビゲーシ ョ ン フォーム上のフ ィールドの位置決め

フォームの前フ ィールドに移動

フォームの次フ ィールドに移動

開発者定義コマンドの処理 開発者定義コマンドの実行

ユーザインタラクシ ョ ン Yes/No ダイアログを使用

表 5-1  NXJのイベン ト 　  (2 / 2)

カテゴリ イベン ト
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実行シーケンスのダイアグラム

この章では、 イベン トごとにランタイム実行フローを示すダイアグラムがありま
す。 ダイアグラムはプログラ ミ ングのフローチャートに似ており、 以下のような
記号を使用します。

表 5-2 実行フローのダイアグラムで使用する記号 

記号 説明

操作の開始

実行される NXJ プログラ ミ ング言語
イベン トセクシ ョ ン

NXJ インタラクシ ョ ンサーバによる判断

別の操作の呼び出し

NXJインタラクシ ョ ンサーバ ウィ ンドウ 
の表示内容

NXJ インタラクシ ョ ンサーバでの重要な
処理ステップ

rejectOperation メ ソ ッ ド実行時のパス
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アプリケーシ ョ ンの開始

エン ト リポイン ト と して指定されたフォームが NXJ インタラクシ ョ ンサーバにア
クセスされると、 アプリケーシ ョ ンは開始します。 通常、 ユーザがコン ト ロール
センタビューのエン ト リ フォームに対応するメニュー項目をクリ ッ クすると、 エ
ン ト リポイン トにアクセスします。 

アプリケーシ ョ ン開始操作には、 以下の実行シーケンスがあります。

• エン ト リポイン ト フォームスク リプ トの BEFORE APPLICATION イベン トセ
クシ ョ ンが実行されます。

• エン ト リポイン ト フォームが初期化されます。 85 ページの 「フォームの初期
化」 を参照して く ださい。
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• エン ト リポイン ト フォームがフォームスタ ッ クに追加され、 ユーザに表示さ
れます。

アプリケーシ ョ ンの終了

アプリケーシ ョ ンは、 以下のいずれかの場合に終了します。

• ユーザがデフォルトの Unify NXJ ツールバーで、 終了 ボタンを
ク リ ッ ク

• ユーザが 次フォーム選択 ダイアログで、 “Exit the Application ”
を選択 

• エン ト リ フォームで PREVIOUS_FORM 操作を開始し、 エン ト リ フォームの
スクリプ トで ON PREVIOUS FORM イベン トセクシ ョ ンを実行 （拒否されな
かった）

• Internet Explorer では、 Web ブラウザウィ ンドウが閉じる

Netscape Navigator および Mozilla では、 Web ブラウザを閉じても終了処理の
ト リガにはなりません。
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アプリケーシ ョ ン終了操作には、 以下の実行シーケンスがあります。

• カレン ト フォームへのユーザ入力が処理されます。 120 ページの 「ユーザ入
力の処理」 を参照して く ださい。 

• ON EXIT イベン トセクシ ョ ンが実行されます。

• エン ト リ フォームスクリプ トの AFTER APPLICATION イベン トセクシ ョ ンが
実行されます。

• すべてのフォームがフォームスタ ッ クから削除されます。

NXJ インタラクシ ョ ンサーバ ウィ ンドウが閉じられます。 
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フォームの初期化

NXJ インタラクシ ョ ンサーバでフォームにアクセスしたりフォームを開く と、
フォームが初期化されます。 フォームの初期化操作には、 以下の実行シーケンス
があります。

• フォームのフ ィールドが初期化されます。 つまり、 フォームスク リプ トの
INIT FIELD イベン トセクシ ョ ンがすべて実行されます （データビューの
フ ィールド も含まれます）。

NXJ インタラクシ ョ ンサーバは、 フォームスク リプ トに表示される順番通り
に INIT FIELD イベン トセクシ ョ ンを実行するとは限らないので注意が必要
です。

• フォームスクリプ トの BEFORE FORM イベン トセクシ ョ ンが実行されます。
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• フォームの選択セッ トが初期化されます。 マスタを持たないフォームのデー
タビューの選択セッ ト も、 やはり初期化されます。 86 ページの 「選択セッ ト
の初期化」 を参照して く ださい。

選択セッ トに関連のないその他の変数はすべて null値に初期化されます。

• カーソルのフォーカスは、 フォームの第 1 フ ィールドに設定されます。 114
ページの 「フ ィールド位置」 を参照して く ださい。

デフォルトでは、 第 1 フ ィールドはフォームの左上ですが、 アプリケーシ ョ
ンデザイナでは別のフ ィールドを第 1 フ ィールドに指定することもできま
す。 また、 プログラム上は INIT FIELD イベン トセクシ ョ ンでフォームの
firstField プロパテ ィ を設定することで指定できます。

フォームを初期化したら、 次にフォームのフ ィールドをフ ィールドレベルで処理
するか、 次フォームに移動します。

選択セッ トの初期化

選択セッ ト とは、 検索操作時に検索条件に一致するターゲッ ト テーブルの行の
セッ トです。 検索条件がない場合は、 ターゲッ トテーブルのすべての行が選択さ
れます。

選択セッ ト操作の最後に、 データビューは次のいずれかのモードになります。

• FIND モード

データビューが FIND モードの場合、 ユーザは検索条件を指定して対話型の
検索操作、 つまり、 ターゲッ ト テーブルでデータベース検索を行います。

• 追加 /更新 /削除 （AUD） モード

データビューが AUD モードの場合、 ユーザは追加、 更新、 削除の操作をイ
ンタラクテ ィ ブに実行できます。 これらの操作はターゲッ トテーブルで実行
されます。
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選択セッ トの初期化には、 以下の実行シーケンスがあります。

• startInAddMode プロパテ ィがテス ト されます。

• startInAddMode プロパテ ィが true であれば、 データビューは AUD モードに
なり、 clear-to-add操作が実行されます。 105 ページの 「Clear-to-add操作」 を
参照して く ださい。 
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• startInAddMode プロパテ ィが false であれば、 データビューは FIND モードに
なり、 clear-to-find操作が実行されます。 98 ページの 「Clear-to-find 操作」 を
参照して く ださい。

• autoFind プロパテ ィの値がテス ト されます。 

• autoFind プロパテ ィが true であれば、 FIND操作が実行されます。 96 ページ
の 「レコードの検索」 を参照して く ださい。

FIND操作によって選択セッ トの行が 1 行または複数行返された場合は、
データビューは AUD モードになります。

選択セッ トの第 1 レコードがカレン トになります。

行が返されなければ、 データビューは FIND モードのままです。

• autoFind プロパテ ィが falseの場合、 操作が完了します。

フォームに他のデータビューがあれば、 やはりこの方法で初期化されますが、 そ
のデータビューがマスタ /詳細関係の詳細部分の場合は、 この方法では初期化され
ません。 その場合は、 以下のようになります。

• 詳細データビューは、 マスタのデータビューでレコードがカレン トになるた
びに初期化されます。

• 詳細データビューは、 マスタのデータビューが FIND モードにある場合や使
用不可の場合は使用できません。

次フォームに移動

以下のいずれかのアクシ ョ ンが発生すると、 NXJ インタラクシ ョ ンサーバは次
フォームに移動します。 

• ユーザがデフォルトの Unify NXJ ツールバーで、 進む ボタン
をク リ ッ ク

• フォームスクリプ トで session.queueCommand
（“NEXT_FORM”） メ ソ ッ ドなどの NEXT_FORM コマンドを実
行

• session.queueNextForm メ ソ ッ ドを実行
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次フォーム操作には、 以下の実行シーケンスがあります。
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• カレン ト フォームへのユーザ入力が処理されます。 120 ページの 「ユーザ入
力の処理」 を参照して く ださい。 

• このフォームスクリプ トの ON NEXT FORM イベン トセクシ ョ ンが実行され
ます。

• NXJ インタラクシ ョ ンサーバは nextFormList プロパテ ィ を評価します。

次フォームに条件がある場合、 フォームスク リプ トの
evaluateNextFormCondition() メ ソ ッ ドが呼び出されます。 このメ ソ ッ ドは、
次フォームに条件がある場合に必ず呼び出されます。

メ ソ ッ ドが true を返すと対応するフォームが次フォームリス トに追加されま
す。 このメ ソ ッ ドが false を返すとフォームは追加されません。

NXJ インタラクシ ョ ンサーバにより、 次フォームリス トのすべてのフォーム
がアプリケーシ ョ ンに存在するかどうかが確認されます。

• 次フォームがない場合、 次フォーム操作は拒否されます。 NXJ インタラク
シ ョ ンサーバでエラーメ ッセージが表示され、 カレン ト フォームがそのまま
残ります。

• 複数の次フォーム定義がある場合、 次フォーム選択ダイアログ が表示され、
ユーザに次フォームの指定を求めます。

• 次フォームが 1 つだけの場合は、 次フォーム選択ダイアログは表示されませ
ん。 次フォームと して、 このフォームが自動的に選択されます。

• NXJ インタラクシ ョ ンサーバにより、 フォームのト ランザクシ ョ ンモードが
評価され、 フォームスタ ッ クが適切に変更されます。

ト ランザクシ ョ ンモードは nextFormList プロパテ ィで指定します。

• NXJ インタラクシ ョ ンサーバで実行する次フォームが決まると、 フォームが
初期化されます。 85 ページの 「フォームの初期化」 を参照して く ださい。

• 次フォームが表示されます。

• nextFormList プロパテ ィで、 終了操作が次フォームに指定されることがあり
ます。 この場合は、次フォーム選択ダイアログに “Exit the Application” と表示
されます。 ユーザがこの項目を選択すると、 アプリケーシ ョ ンが終了しま
す。 83 ページの 「アプリケーシ ョ ンの終了」 を参照して く ださい。

nextFormList プロパテ ィの詳細については、 『Unify NXJ開発者ガイ ド』 の第 5 章
「フォーム」 を参照して下さい。 evaluateNextFormCondition() メ ソ ッ ドの詳細につ
いては、 NXJ Javadoc を参照して く ださい。
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前フォームに移動

次のいずれかのアクシ ョ ンが発生すると、 NXJ インタラクシ ョ ンサーバは前
フォームに移動します。

• ユーザがデフォルトの Unify NXJ ツールバーで、 戻る ボタン
をク リ ッ ク

• フォームスクリプ トで session.queueCommand
（“PREVIOUS_FORM”） メ ソ ッ ドなどの PREVIOUS_FORM コ
マンドを実行

注 – ズームフォームから呼び出し元のフォームに移動しても前フォーム操作とは
みなされません。 95 ページの 「ズームフォームの取り消し」 を参照して く ださい。
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前フォーム操作には、 以下の実行シーケンスがあります。
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• カレン ト フォームへのユーザ入力が処理されます。 120 ページの 「ユーザ入
力の処理」 を参照して く ださい。 

• カレン ト フォームがズームフォームの場合、 AFTER ZOOM イベン トセク
シ ョ ンが実行されます。 zoomReturnExpressions プロパテ ィが定義さている
場合、 評価されて戻されます。 このプロパテ ィが定義されていない場合、 現
在の行のプライマリーキーの値が戻されます。 戻された値は、
zoomReturnValuesInto プロパテ ィに格納されます。

• ズームフォームではない場合、 ON PREVIOUS FORM イベン トセクシ ョ ンが
実行されます。

• カレン ト フォームがエン ト リ フォームの場合、 アプリケーシ ョ ンが終了しま
す。 83 ページの 「アプリケーシ ョ ンの終了」 を参照して く ださい。 

• カレン ト フォームが非アクテ ィブ化され、 フォームスタ ッ クから削除されま
す。 フォームで定義したローカル変数はすべて、 アプリケーシ ョ ンで他の
フォームの外部リファレンスと してアクセスすることはできな く なります。

• カレン ト フォームスクリプ トの AFTER FORM RETURN イベン トセクシ ョ ン
が実行されます。

• 前フォームが表示され、 カレン ト フォームになります。

このフォームでは、 ズーム戻り値を受け取ったフ ィールドに次のフ ィールド
があれば、 そのフ ィールドがアクテ ィブになります。 それ以外の場合、 カー
ソルのフォーカスは、 フォームの最初のフ ィールドに位置決めされます。
114 ページの 「フ ィールド位置」 を参照して く ださい。

ズームフォームに移動

次のいずれかのアクシ ョ ンが発生すると、 NXJ インタラクシ ョ ンサーバはズーム
フォームに移動します。

• ユーザがデフォルトの Unify NXJ ツールバーで、 ズーム ボタ
ンをク リ ッ ク

ズーム可能フ ィールドがカレン トの時のみ、 このボタンは使用
可能になります。

• ズームが有効なフ ィールドが選択されており、 autoZoom プロパテ ィが true
に設定されている

• ズームが有効なフ ィールドが選択されている場合に、 フォームスクリプ トで 
session.queueCommand （“ZOOM”） メ ソ ッ ドなどの ZOOM コマンドを実行
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ズーム操作には、 以下の実行シーケンスがあります。

• カレン ト フォームへのユーザ入力が処理されます。 120 ページの 「ユーザ入
力の処理」 を参照して く ださい。 

• フォームスタ ッ クにズームフォームが追加されます。

• ズームフォームが初期化されます。 85 ページの 「フォームの初期化」 を参照
して く ださい。

• ズームフォームが表示されます。

ズームフォームの定義については、 『Unify NXJ開発者ガイ ド』 の第 5 章 「フォー
ム」 を参照して下さい。
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ズームフォームの取り消し

次のいずれかのアクシ ョ ンが発生すると、 NXJ インタラクシ ョ ンサーバによって
ズームフォームが取り消されます。

• ユーザがデフォルトの Unify NXJ ツールバーで、 取消 ボタン
をク リ ッ ク

• session.queueCommand （“CANCEL_ZOOM”） メ ソ ッ ドなどの
フォーム スクリプ トで CANCEL_ZOOM コマンドを実行

キャンセルズーム操作には、 以下の実行シーケンスがあります。

• カレン ト フォームへのユーザ入力が処理されます。 120 ページの 「ユーザ入
力の処理」 を参照して く ださい。

• フォームスタ ッ クからズームフォームが削除されます。

• 呼び出しフォームのフォームスクリプ トにある AFTER FORM RETURN イベ
ン トセクシ ョ ンが実行されます。
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• 呼び出しフォームの実行が再開されます。

このフォームのズームフ ィールドはアクテ ィブになります。

注 – ズームフォームを使う と、 呼び出しフォームのフ ィールドに返す値を前
フォーム操作の実行中に選択できます。 取り消し操作を行う と、 値は返されませ
ん。

レコードの検索

次のいずれかのアクシ ョ ンが発生すると、 NXJ インタラクシ ョ ンサーバによって
検索操作が開始されます。

• ユーザがデフォルトの Unify NXJ ツールバーで、 検索 ボタン
をク リ ッ ク

• フォームが初期化され、 そのフォームプロパテ ィ  autoFindは、
true に設定、 startInAddMode プロパテ ィは、 false に設定されて
いる

• session.queueCommand （“FIND”） メ ソ ッ ドなどのフォームスクリプ トで
FIND コマンドを実行

注 – フォームスクリプ トの埋込み型 SQL SELECT文は、 検索操作とは見なされま
せん。
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検索操作には、 以下の実行シーケンスがあります。
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• カレン ト フォームへのユーザ入力が処理されます。 120 ページの 「ユーザ入
力の処理」 を参照して く ださい。 

• フォームスクリプ トの BEFORE FIND イベン トセクシ ョ ンが実行されます。

• SQL文が作成され、 フォームのターゲッ ト テーブルに対して発行されます。
100 ページの 「SQL Select文の構成」 を参照して く ださい。

findAllowed プロパテ ィは、 検索を許すためには true を設定していなければな
りません。

• 対象レコードに対して、 ON FIND イベン トセクシ ョ ンが各レコード毎に 1回
実行されます。 ターゲッ ト フ ィールド /変数は、 ON FINDが実行されている
間に代入されます。

• findCount プロパテ ィは、 大量検索操作に割り込むかどうかを決めるために検
査されます。

• データ表示モードは、 AUD モードに切り替えます。 選択セッ トの第 1 レコー
ドが、 フォームのカレン ト レコードになります。

• 選択セッ トが作成されない場合、 つまりレコードが見つからないまたは、 全
てのレコードを拒否したときは、 データ表示モードは、 検索モードのまま残
ります。

• スキャンが完了すると、 フォームスク リプ トの AFTER FIND イベン トセク
シ ョ ンが実行されます。

検索操作が、 選択セッ ト を返すと、 ユーザは、 AUD モードで有効なユーザコマン
ドのどれでも実行する事ができます。 それ以外では、 フォームは検索モードが残
り、 ユーザは、 別の検索操作を発行することができます。 検索条件は、 フォーム
に表示されて残ります。

Clear-to-find 操作

clear-to-find操作により、 対話型の検索フォームが用意されます。
検索モードにフォームが設定された場合、 NXJ インタラクシ ョ ン
サーバは clear-to-find操作を自動的に開始します。 

次のいずれかのアクシ ョ ンが発生すると、 clear-to-find操作が開
始されます。

• ユーザがデフォルトの Unify NXJ ツールバーで、 ク リア ボタンをク リ ッ ク
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• session.queueCommand （“CLEAR_TO_FIND”） メ ソ ッ ドなどのフォームスク
リプ トで CLEAR_TO_FIND コマンドを実行

clear-to-find 操作には、 以下の実行シーケンスがあります。

• カレン ト フォームへのユーザ入力が処理されます。 120 ページの 「ユーザ入
力の処理」 を参照して く ださい。

• ON CLEAR TO FIND イベン トセクシ ョ ンが実行されます。

• 既存の選択セッ トがクリアされ、 すべてのターゲッ ト フ ィールドがクリアさ
れます。
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非ターゲッ ト フ ィールド と検索不可フ ィールド、 および関連する詳細データ  
ビューは無効にされます。

• 各フ ィールドの clearFindExp プロパテ ィで指定した clear-to-find式が評価さ
れ、 結果がフォームに表示されます。

検索モードのフォームが初期化されると、 ユーザは検索操作を準備するフォーム
に新しい検索条件の入力や、 既存の条件の変更を行う ことができます。

SQL Select文の構成

NXJ インタラクシ ョ ンサーバは、 い くつかのプロパテ ィ を評価することによる検
索操作のターゲッ トテーブルに対して発行する SQL Select文を作成します。

以下の図に、 SQL Select文の構成に必要なプロパテ ィ を示します。
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以下の表では、 SQL SELECT文に関連するプロパテ ィ を説明しています。

表 5-3 SQL SELECT文の作成に関連するプロパテ ィ

プロパテ ィ 説明

clearFindExp フォームの各ターゲッ ト フ ィールドは、 このプロパテ ィ

の値を持っています。 ターゲッ ト カラムの最初の検索条

件を指定します。 最初の検索条件は、 検索操作を始める

前にユーザが変更することができます。

searchRanges このプロパテ ィの値は、 clear-to-find操作中に
clearFindExp プロパテ ィに基づいて算出されます。

sqlColumnCondition searchRanges プロパテ ィ と同じ情報の SQL に基づ く説
明です。

sqlOptionalCondition フォームやデータビューは、 アプリケーシ ョ ンデザイナ

の Sql optional Condition プロパテ ィで指定するようにこ
のプロパテ ィに値を設定することができます。

explicitSearchMode 各ターゲッ ト フ ィールドは、 検索条件が、 解読される方

法をこのプロパテ ィに fuzzy か exact を設定することに
よって指定することができます。

sqlWhereClause NXJ インタラクシ ョ ンサーバにより構築されて、 このプ
ロパテ ィに Where句が格納されます。

sqlOrderByClause フォームやデータビューは、 アプリケーシ ョ ンデザイナ

の Sql Order By Clause プロパテ ィに指定するようにこの
プロパテ ィに値を設定することができます。

targetTable アプリケーシ ョ ンデザイナのフォームやデータビューの

Target Table プロパテ ィによって指定されるような
SELECT文に対して発行するターゲッ ト テーブルの名前
です。
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レコードの追加と更新

追加操作と更新操作の手順は似ています。 ここでは両方の手順について説明しま
す。 レコードを含むデータビューに Batch Record Changes プロパテ ィが設定されて
いる場合は、 更新は一括処理となり、 ユーザが繰り返し領域の外をクリ ッ クした
とき、 フォームナビゲーシ ョ ンコマンドを処理したとき、 あるいは、 選択セッ ト
内で新しいレコードグループを表示するようなナビゲーシ ョ ンを行ったときに処
理が起動されます。

以下のいずれかのアクシ ョ ンが発生すると、 NXJ インタラクシ ョ ンサーバによっ
て追加 / 更新操作が開始されます。

• ユーザがデフォルトの Unify NXJ ツールバーで、 更新 ボタン
をク リ ッ ク

• 繰り返し領域内に表示されているレコードの場合は、 ある行
の値を変更した後にその行以外の場所をクリ ック

• session.queueCommand （“ADD_UPDATE”） メ ソ ッ ドを実行し
た場合のように、 フォームスク リプ トで ADD_UPDATE コマンドを実行
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フォームの追加 /更新操作には、 以下の実行シーケンスがあります。
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• カレン ト フォームへのユーザ入力が処理されます。 120 ページの 「ユーザ入
力の処理」 を参照して く ださい。

• NXJ インタラクシ ョ ンサーバは、 カレン ト レコードが、 新規であるか既存で
あるを判断し、 そしてそれに応じて追加または、 更新操作を続けます。

• 更新操作の場合、 以下のアクシ ョ ンが発生します。
• BEFORE UPDATE イベン トセクシ ョ ンが実行されます。

• 対応する SQL UPDATE文が構成され、 ターゲッ ト テーブルに対して発行
されます。

updateAllowed プロパテ ィは、 更新を許すために true に設定されていなけ
ればなりません。

• たとえ準備された SQL UPDATE文が、 正常に完了しない場合でも、
AFTER UPDATE イベン トセクシ ョ ンは、 実行されます。 session.status プ
ロパテ ィ をチェ ッ クしてエラーを確認することができます。

• 追加操作の場合、 以下のアクシ ョ ンが発生します。
• BEFORE ADD イベン トセクシ ョ ンが実行されます。

• 対応する SQL INSERT文が構成され、 ターゲッ トテーブルに対して発行
されます。

insertAlloewd プロパテ ィは、 挿入を許すために true にセッ ト されていな
ければなりません。 排他的ロッ クが、 新しい行に設定され、 これはト ラ
ンザクシ ョ ンが終了するまで保持されます。

• たとえ準備された SQL Insert文が、 正常に完了しない場合でも、 AFTER 
ADD イベン トセクシ ョ ンは、 実行されます。 session.status プロパテ ィ を
チェ ッ クしてエラーを確認することができます。

• clearAfterAdd プロパテ ィが評価されます。 trueの場合、 clear-to-add操作
が実行されます。 105 ページの 「Clear-to-add操作」 を参照して く ださい。
falseの場合、 position-to-field操作が実行されます。 114 ページの
「フ ィールド位置」 を参照して く ださい。

追加操作が成功すると、 新しいレコードが選択セッ トの最後に追加されそして、
レコードは、 ターゲッ ト テーブル行と して追加されます。 追加されたレコードは、
新しいカレン ト レコードになります。

NXJ インタラクシ ョ ンサーバは、 カレン ト フ ィールドで実行を再開します。 カレ
ン ト フ ィールドで stopForInput プロパテ ィが true に設定されていない場合、 NXJ
インタラクシ ョ ンサーバは次のフ ィールド操作を開始します。 116 ページの 「次
フ ィールドに移動」 を参照して く ださい。
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Clear-to-add操作

clear-to-add操作は、 新規レコードの追加のためにフォームとデータビューを準備
します。 clear-to-add 操作は、 選択セッ トの初期化または追加 / 更新操作の一部と
して実行されることがよ く あります。 また、 以下の動作のうちひとつが発生した
時にも、 clear-to-add操作が実行されます。

• ユーザがデフォルトの Unify NXJ ツールバーで、 新規 ボタン
をク リ ッ ク

• フォームが初期化され、 startInAddMode プロパテ ィは true に設
定されている

• 追加操作が実行され、 フォームの clearAfterAdd プロパテ ィは、 true に設定さ
れている

• session.queueCommand （“CLEAR_TO_ADD”） メ ソ ッ ドなどのフォームスク リ
プ トで CLEAR_TO_ADD コマンドを実行

• 選択セッ トの最終レコードを削除
アプリケーシ ョ ンの実行 105



clear-to-add操作には、 以下の実行シーケンスがあります。

• カレン ト フォームへのユーザ入力が処理されます。 120 ページの 「ユーザ入
力の処理」 を参照して く ださい。

• 選択セッ トに空の新規レコードが追加されます。 フォームフ ィールドがすべ
てクリアされます。

• データ表示モードがが AUD になります。

• clear-to-add式が評価され、 デフォルトのフ ィールド と変数の値が取得されま
す。

新規レコードが選択セッ トに追加される時に、 clearAddExp プロパテ ィは、
関連するフ ィールドのデフォルト値を指定する NXJ プログラ ミ ング言語式に
なります。 このプロパテ ィがフ ィールドに設定されていなければ、 NXJ イン
タラクシ ョ ンサーバは、 変数をプロジェク トの “application.properties” ファイ
ルに指定されているデータ タイプごとの値に初期化します。 デフォルトで、
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null値設定可能な変数、 あるいは必要に応じて、 Java値がゼロ、 false、 null
である場合、 ファイルのすべてのデータ タイプに指定される値は NULL で
す。

• clear-to-add操作が、 フォームスク リプ トの
session.queueCommand("CLEAR_TO_ADD") によって始められていなければ、
ON CLEAR TO ADD イベン トセクシ ョ ンは、 実行されます。

• position-to-field操作が実行されます。 114 ページの 「フ ィールド位置」 を参
照して く ださい。

この時点で、 ユーザは新規レコードの必要なフ ィールドに値を入力し、 ツール
バーの 更新 ボタンをク リ ッ クしてレコードを保存します。 この新規レコードを保
存する前にユーザが別のレコードに移動すると、 新規レコードの値は破棄されま
す。

“application.properties” ファイルについての詳細は、 『開発者ガイ ド』 の第 3章を参
照して く ださい。

レコードの削除

次のいずれかのイベン トが発生すると、 NXJ インタラクシ ョ ンサーバは、 選択
セッ トからカレン ト レコードを削除します。

• ユーザがデフォルトの Unify NXJ ツールバーで、 削除 ボタン
をク リ ッ ク

• DELETE コマンドが、 session.queueCommand （“DELETE”） メ
ソ ッ ドからのようなフォームスクリプ ト内の実行
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削除操作には、 以下の実行シーケンスがあります。
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• カレン ト フォームへのユーザ入力が処理されます。 120 ページの 「ユーザ入
力の処理」 を参照して く ださい。

• BEFORE DELETE イベン トセクシ ョ ンが実行されます。

• 対応する SQL DELETE文が構成され、 ターゲッ トテーブルに対して発行さ
れます。

deleteAllowed プロパテ ィは、 削除を許すために true に設定されてなければな
りません。

その上に、 NXJ インタラクシ ョ ンサーバは、 データベース行の排他的ロッ ク
を削除しているときに要求します。 この排他的ロッ クは、 カレン ト ト ランザ
クシ ョ ンがコ ミ ッ ト されるまで保持されます。 排他的ロッ クが獲得できない
場合、 操作は拒否されます。

• 削除操作が成功すると、 NXJ インタラクシ ョ ンサーバは、 選択セッ トの次レ
コードに移動します。 NXJ インタラクシ ョ ンサーバは選択セッ トの次レコー
ド  に移動します。 110 ページの 「次レコード  に移動」 を参照して く ださい。

• AFTER DELETE セクシ ョ ンは、 削除操作が成功するかどうかに関わらず実
行されます。 session.status プロパテ ィ をチェ ッ クしてエラーを確認すること
ができます。

• 削除操作後に選択セッ トに残っているレコードがなければ、 clear-to-add操作
が実行されます。 105 ページの 「Clear-to-add操作」 を参照して く ださい。

• 選択セッ トに 1 つのレコードが存在すれば、 レコードに対するカレン ト
フォームスクリプ トの BEFORE RECORD イベン トセクシ ョ ンが、 実行され
てその後、 position-to-field操作が実行されます。 114 ページの 「フ ィールド
位置」 を参照して く ださい。
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次レコード  に移動

以下のいずれかのアクシ ョ ンが発生すると、 NXJ インタラクシ ョ ンサーバは選択
セッ トの次レコード  に移動します。

• ユーザがデフォルトの Unify NXJ ツールバーで、 次レコード  
ボタンをク リ ッ ク

• ユーザがデフォルトの Unify NXJ ツールバーで、 次セッ ト  ボ
タンをク リ ッ ク

• ユーザがデフォルトの Unify NXJ ツールバーで、最終レコード  
ボタンをク リ ッ ク

• ユーザが行をクリ ッ クするか、 キーボードの矢印キーを使用す
るかによって、 繰り返し領域のカレン ト行をナビゲートする

• session.queueCommand （“NEXT_RECORD”） メ ソ ッ ドからのよ
うに、 NEXT_RECORD、 LAST_RECORD または NEXT_SET コマンドが、
フォームスクリプ トで実行される

• 選択セッ トのカレン ト レコードを削除

Next Record

Next Set

Last Record
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Batch Record Changes プロパティは、 次レコード操作が起きたときにどのイベン ト
セクシ ョ ンが実行されるかに影響します。 Batch Record Changes プロパテ ィが false 
であれば、 次レコード操作は、 以下の実行シーケンスになります。

• カレン ト フォームへのユーザ入力が処理されます。 120 ページの 「ユーザ入
力の処理」 を参照して く ださい。

• カレン ト レコードに変更が加えられている場合には、 カレン トデータビュー
スクリプ トの ON NEXT RECORD イベン トセクシ ョ ンが実行されます。 変更
が無い場合には、 イベン トセクシ ョ ンは実行されません。

• 選択セッ トの次のレコードがカレン トになります。
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• カレン トデータビュースクリプ トの BEFORE RECORD イベン トセクシ ョ ン
が実行されます。

Batch Record Changes プロパテ ィが true の場合、 次レコード操作はカレン ト レコー
ドに変更があったかどうかにかかわらず、 カレン ト フォームスクリプ トの ON 
NEXT RECORD イベン トセクシ ョ ンが常に実行されることを除けば上に説明され
た通りにまとめて実行されます。

前レコードに移動

以下のいずれかのアクシ ョ ンが発生すると、 NXJ インタラクシ ョ ンサーバ は前レ
コードに移動します。

• ユーザがデフォルトの Unify NXJ ツールバーで、 前レコード  
ボタンをク リ ッ ク

• ユーザがデフォルトの Unify NXJ ツールバーで、 前セッ ト  ボ
タンをク リ ッ ク

• ユーザがデフォルトの Unify NXJ ツールバーで、先頭レコード  
ボタンをク リ ッ ク

• ユーザは、 行をクリ ッ クするか、 キーボードの矢印キーを使用
することで、 繰り返し領域のカレン ト行の上の行で操作

• session.queueCommand （“PREVIOUS_RECORD”） メ ソ ッ ドから
のように、 PREVIOUS_RECORD、 FIRST_RECORD または
PREVIOUS_SET コマンドがフォームスクリプ トで実行される

Previous

Previous Set

First

 Record

 Record
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Batch Record Changes プロパテ ィは、 前レコード操作が起きたときにどのイベン ト
セクシ ョ ンが実行されるかに影響します。Batch Record Changes プロパテ ィが false 
であれば、 前レコード操作は、 以下の実行シーケンスになります。

• カレン ト フォームへのユーザ入力が処理されます。 120 ページの 「ユーザ入
力の処理」 を参照して く ださい。

• カレン ト レコードに変更が加えられている場合には、 カレン ト フォームスク
リプ トの ON PREVIOUS RECORD イベン トセクシ ョ ンが実行されます。 変更
が無い場合には、 イベン トセクシ ョ ンは実行されません。

• 選択セッ トの前のレコード  がカレン トになります。
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• カレン ト フォームスクリプ トの BEFORE RECORD イベン トセクシ ョ ンが実
行されます。

Batch Record Changes プロパテ ィが true であれば、 次レコード操作はカレン ト レ
コードに変更があったかどうかにかかわらず、カレン ト フォームスクリプ トの ON 
PREVIOUS RECORD イベン トセクシ ョ ンが常に実行されることを除けば上に説明
された通りにまとめて実行されます。

フ ィールド位置

NXJ インタラクシ ョ ンサーバは、 フォーム上にフ ィールドをカレン トにした
フ ィールドを配置します。 フォームのカレン ト フ ィールドにはフォーカスがあり、
ユーザ入力やユーザのアクシ ョ ンを受け付けます。

position-to-field操作は、 フォーム初期化や次フ ィールド操作のような他の実行操
作から起動されます。
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position-to-field 操作には、 以下の実行シーケンスがあります。

• 対象となるフォームへのユーザ入力が処理されます。 120 ページの 「ユーザ
入力の処理」 を参照して く ださい。

• フ ィールドのデータビューが、 検索モードであるか確認されます。 データ
ビューが検索モードではない場合、 BEFORE FIELD イベン トセクシ ョ ンが実
行されます。

• フ ィールドは、 以下のようなカレン トになることができるかどうかを決める
ためにテス ト されます。

• フ ィールドは、 stopForInput フ ィールドプロパテ ィに true に設定されてい
る。
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• フ ィールドが属するデータビューは、 無効になっていない。
• フ ィールドは、 ターゲッ ト フ ィールドである。 データビューが、 検索
モードの時、 非ターゲッ ト フ ィールドは、 スキップされます。

• フ ィールドがカレン トになることができれば、 それをカレン トにして、 
position-to-field 操作は、 完了します。

• フ ィールドがカレン トになれない、 そしてフ ィールドのデータビューが検索
モードではない場合、 AFTER FIELD イベン トセクシ ョ ンが実行されます。

• どれがカレン トにすることができるか確かめるため、 フォーム上のフ ィール
ドは、 テス ト されます。

フ ィールドが、 カレン トになれない場合、 次フォーム操作が実行されます。
次フォーム操作が失敗した場合、 前フォーム操作が実行されます。

次フ ィールドに移動

フォームにはフ ィールド順があり、 次フ ィールド操作や前フ ィールド操作によっ
てアクセスされる順番が決まっています。 次フ ィールド操作により、 カレン ト
フ ィールドから次のフ ィールドに移動します。 

以下のいずれかのアクシ ョ ンがカレン ト フォームに発生すると、 次フ ィールド操
作が実行されます。

• ユーザがキーボードの Enter/Return キーを押下。 ただし、 プロ
ジェ ク トのカレン ト  look & feel定義でデフォルトになっている
NEXT_FIELD とは異なるコマンドが Enter/Return キーにマップ
されている場合を除く

• session.queueCommand （“NEXT_FIELD”） メ ソ ッ ドからのように、
NEXT_FIELD コマンドがフォームスク リプ トで実行される

注 – デフォルトでは、 フ ィールドレベル イベン トセクシ ョ ンの実行は、 まとめて
一度に複数のフ ィールドに起こ ります。 フ ィールドの Immediate プロパテ ィに
True を設定することにより、 そのフ ィールドに対してユーザが操作をした場合に
は、 そのフ ィールドのイベン トセクシ ョ ンを単独で実行するように指定すること
ができます。 このセクシ ョ ンの実行シーケンスの図は、 フ ィールドレベル イベン
トセクシ ョ ンの即時の実行を表示しています。 

Enter
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次フ ィールド操作には、 以下の実行シーケンスがあります。

• カレン ト フ ィールドの置かれているデータビューが検索モードであるか確認
します。

• データビューが検索モードでなければ、 NXJ インタラクシ ョ ンサーバは
フォームスクリプ トの AFTER FIELD イベン トセクシ ョ ンを実行します。

• NXJ インタラクシ ョ ンサーバは position-to-field操作を実行し、 次フ ィールド
にフォーカスを移動します。 114 ページの 「フ ィールド位置」 を参照して く
ださい。

前フ ィールドに移動

フ ィールドには次フ ィールド と同様、 前フ ィールドがあります。 前フ ィールド操
作により、 フォーカスをカレン ト フ ィールドから前のフ ィールドに移動します。

以下のいずれかのアクシ ョ ンが発生すると、 前フ ィールド操作が実行されます。
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• ユーザがキーボードで Shift+Enterキーの組み合わせを押下

• session.queueCommand （“PREVIOUS_FIELD”） メ ソ ッ ドからの
ように、 PREVIOUS_FIELD コマンドがフォームスクリプ トで実
行される

注 – デフォルトでは、 フ ィールドレベル イベン トセクシ ョ ンの実行
は、 まとめて一度に複数のフ ィールドに起こ ります。 フ ィールドの
Immediate プロパテ ィに True を設定することにより、 そのフ ィールドに対して
ユーザが操作をした場合には、 そのフ ィールドのイベン トセクシ ョ ンを単独で実
行するように指定することができます。 このセクシ ョ ンの実行シーケンスの図は、
フ ィールドレベル イベン トセクシ ョ ンの即時の実行を表示しています。 

前フ ィールド操作には、 以下の実行シーケンスがあります。

• カレン ト フ ィールドの置かれているデータビューが検索モードであるか確認
します。

Shift

Enter
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• データビューが検索モードでなければ、 NXJ インタラクシ ョ ンサーバは
フォームスクリプ トの AFTER FIELD イベン トセクシ ョ ンを実行します。

• NXJ インタラクシ ョ ンサーバは position-to-field操作を実行し、 前フ ィールド
にフォーカスを移動します。 114 ページの 「フ ィールド位置」 を参照して く
ださい。
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ユーザ入力の処理

いくつかの操作では、 ユーザは、 フォームのカレン ト フ ィールドに対して入力を
行う ことができます。 フ ィールドの Immediate プロパテ ィが設定されている場合、
このユーザ入力は以下で説明されるように処理されます。 Immediate プロパテ ィが
設定されていなければ、 フ ィールドレベル操作は、 次レコードナビゲーシ ョ ンコ
マンドやフォームナビゲーシ ョ ンコマンドが実行されたときのような特定の
チェ ッ クポイン トで一括処理されます。 繰り返し領域にあるレコードの場合には、
これらのチェ ッ クポイン トは Batch Record Changes プロパテ ィの設定に依存しま
す。

ユーザ入力処理操作には、 以下の実行シーケンスがあります。
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• 関連するコマンドの editAction プロパテ ィ （NXJCommand オブジェ ク ト） が
確認されます。

NXJ システムコマンドの editAction プロパテ ィのデフォルトの設定は次の通
りです。

システムコマンドの editAction プロパテ ィの設定は、 以下のように変更する
ことができます。

BEFORE_FORM
{
NEXT_RECORD.editAction=NXJCommand.EditAction_RESET;
}

開発者定義コマンドでは、 editAction プロパテ ィはコマンドをコーディ ング
するときに指定できます。 editAction プロパテ ィのデフォルト値は 
EditAction_ACCEPT です。 上に示すようにフォームスク リプ トの設定を変更
することができます。

• editActionの値が “EditAction_ACCEPT” の場合、 NXJ インタラクシ ョ ンサー
バはユーザのデータ入力を受け付けて処理します。

表 5-4 EditAction プロパテ ィの設定

システムコマンド editAction デフォルト設定
ADD_UPDATE
CANCEL_ZOOM
CLEAR_FIELD
FIND
NEXT_FIELD
NEXT_FORM
FIRST_RECORD
LAST_RECORD
NEXT_RECORD
NEXT_SET
PREVIOUS_FIELD
PREVIOUS_RECORD
PREVIOUS_SET

EditAction_ACCEPT

CLEAR_TO_ADD
CLEAR_TO_FIND
DELETE
EXIT
PREVIOUS_FORM

EditAction_RESET

ZOOM EditAction_SUSPEND
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• フォームスクリプ トの ON DATA ACCEPT イベン トセクシ ョ ンが実行されま
す。

• 値がフ ィールドの値と異なる場合は、 フォームスク リプ トのWHEN VALUE 
CHANGES イベン トセクシ ョ ンが実行されます。

• editActionの値が “EditAction_RESET”の場合、 前の値があれば、 NXJ インタ
ラクシ ョ ンサーバは、 ユーザが入力する前の値に戻します。

• editActionの値が “EditAction_SUSPEND”の場合、 NXJ インタラクシ ョ ンサー
バはユーザの入力を一時保存し、 入力処理操作が完了します。 ただし、 ユー
ザの入力は後で処理されます。

『Unify NXJ開発者ガイ ド』 の第 6章 「コン ト ロール」 で 「イベン トセクシ ョ ンの
即時実行」 を参照して く ださい。

ユーザ入力のプロンプ ト

ダイアログボックスのプロンプ トでアプリケーシ ョ ンユーザに条件を提示する
NXJ プログラ ミ ング言語文を使用することができます。 ユーザのプロンプ トに対
する応答に基づいて、 1 つ以上の NXJ プログラ ミ ング言語文は実行されます。

例えば、 フォームが、 選択セッ ト を表示しているとき、
アプリケーシ ョ ンユーザが、 レコードの 1 つを変更して
いるかもしれません。 このようなときに右のように表示
するダイアログボッ クスで条件を提示するために NXJ プ
ログラ ミ ング言語文を以下の様に使用します。

ON NEXT RECORD
{

if ( ! isCurrentRecordStored() )
{
if ( session.messageBoxPrompt("save changes?") )
updateCurrentRecord();
}

}

ユーザがカレン ト レコードを離れる別の方法があるので、 同じ NXJ プログラ ミ ン
グ言語が、 ON PREVIOUS RECORD イベン トセクシ ョ ンに追加されなければなり
ません。
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ON NEXT RECORD イベン トセクシ ョ ンがカレン ト レコードに対して実行される
とき、 ダイアログボックスは表示されます。 ユーザが、 プロンプ トに応答する事
ができるように NXJ インタラクシ ョ ンサーバは、 実行を休止します。 応答した後
に、 アプリケーシ ョ ンは、 messagBoxPrompt メ ソ ッ ドが実行されたポイン トから
実行を継続します。

NXJSession ファウンデーシ ョ ンクラスは、 プロンプ ト を定義するために以下のメ
ソ ッ ドを提供します。

• messageBoxPrompt()

“OK” と Cancel デフォルトボタンを持ったダイアログボックスを提供します。
ユーザが “OK” ボタンを押下すると、 メ ソ ッ ドは true を返します。 プロンプ
ト メ ッセージは、 表示される文字列を表します。

• optionListPrompt(), optionButtonPrompt(), optionPrompt() 

ダイアログボックスに表すメ ッセージ選択肢をカスタマイズすることができ
ます。 状況に応じて、 タイムアウト値が設定できます。

• convertStringToHtml()

これらのメ ソ ッ ドの詳しい説明については、 Javadoc を参照して く ださい。

このプロンプ トは、 optionListPrompt メ ソ ッ ド
を使う事によって複数の応答を与えるための
カスタマイズがなされています。

このメ ソ ッ ドは、 ユーザに選択肢に示したい
ずれかの１つを選択する事ができるリス トス
タイルプロンプ トで選択肢を提供しています。
このメ ソ ッ ドは、 ユーザによって選択された
選択肢のインデッ クスを返します。

ユーザは、 リス トボッ クスの選択肢でダブルクリ ッ クするか、 選択肢を選んで、
“OK” ボタンをク リ ッ クするかのどちらかによって選択肢を選べます。
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以下は、 NXJ プログラ ミ ング言語文の例です。

ON NEXT RECORD
{

if ( ! isCurrentRecordStored() )
{
String[] optionArray = new String[4];
optionArray[0] = "Save";
optionArray[1] = "Keep";
optionArray[2] = "Discard";
optionArray[3] = "Cancel";
switch ( session.optionListPrompt( 

"You’ve got changes! What next?", optionArray, 0) )
{
case 0: // save
case 1: // keep

updateCurrentRecord();
break;

case 2: // discard
break;

case 3: // cancel
case -1: // X in title bar

rejectOperation();
break;

}
}

}

このプロンプ トは、 optionButtonPrompt メ ソ ッ
ドを使ってボタンと して提供されています。

例 :

ON PREVIOUS RECORD
{

if ( ! isCurrentRecordStored() )
 {

String[] optionArray = new String[4];
optionArray[0] = "Save";
optionArray[1] = "Keep";

 optionArray[2] = "Discard";
optionArray[3] = "Cancel";
switch ( session.optionButtonPrompt(

"You’ve got changes!  What next?",
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optionArray, 0) )
 {
 case 0: // save

 case 1: // keep
updateCurrentRecord();
break;

case 2: // discard
break;

case 3: // cancel
case -1: // X in title bar

rejectOperation();
break;

    }
}

}

カスタムプロン トダイアログは、 optionPrompt
メ ソ ッ ドを使用することで提供できます。 url 
引数は、 openURL メ ソ ッ ド と同じ方法で指定
します。 カスタムプロンプ トページを指定しな
ければなりません。

メ ソ ッ ドは、 ユーザによって選択された選択肢のインデッ クスを戻します。 ユー
ザが、 タイ トルバーの X を押下したときは、 メ ソ ッ ドは、 -1 を返します。 プロン
プ ト メ ッセージは、 HTML マークアップ ( フォーマッ ト を目的と して ) を含めても
かまいません。

Unify NXJ に組み込まれたプロンプ トダイアログファイルの 1 つで開始することに
より、 簡単にカスタムプロンプ トページを作成することができます。

<UNIFY_HOME>\web-app\NXJOptionList.jsp
<UNIFY_HOME>\web-app\NXJOptionButtons.jsp

プロジェク トの Static_Content フォルダにファイルのコピーを置いて、 必要に応じ
てカスタマイズして く ださい。

NXJOptionList.jpsの JavaScriptは、 optionPrompt メ ソ ッ ドに渡された選択肢に基
づいてリス トボッ クスを表示します。 NXJOptionButtons.jspは、 渡された選択肢に
よって既存のボタンを表示します。 選択肢よりも多 くボタンがある場合、 残りの
ボタンは、 取り除かれます。 ボタンよりも多 く選択肢がある場合、 新しいボタン
が、 残りの選択肢のために作成されます。
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以下の NXJ プログラ ミ ング言語文は、 プロンプ ト を定義するために 
“myFavoriteButtonPrompt” ファイルを使用しています。

ON PREVIOUS RECORD
{

if ( ! isCurrentRecordStored() )
{
String[] optionArray = new String[4];

optionArray[0] = "Save";
optionArray[1] = "Keep";
optionArray[2] = "Discard";
optionArray[3] = "Cancel";

        switch ( session.optionPrompt(
    "myFavoriteButtonPrompt.jsp",
    getLocalizedMessage(),
    optionArray, 0) )
    {
    case 0: // save

            case 1: // keep
updateCurrentRecord();
break;

    case 2: // discard
break;

    case 3: // cancel
    case -1: // X in title bar

rejectOperation();
break;

    }
}

}

プロンプ トの文字列は、 optionListPrompt()、 optionButtonPrompt() と optionPrompt()
メ ソ ッ ドにとって HTML と して解釈します。 HTML にとって適切に特定の文字 (
例えば、 <.>,&) を文字列でリテラルに表示するには、 convertStringToHtml メ ソ ッ
ドを使う使う必要があります。

messageBoxPrompt メ ソ ッ ドについての詳細は、NXJ JavadocのNXJSession ファウン
デーシ ョ ンクラスを参照して く ださい。
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フォームスクリプ トの
デバッグ 6
NXJ Debuggerは、 NXJ アプリケーシ ョ ン用の対話型デバッグツールです。 NXJデ
バッガは、 NXJ インタラクシ ョ ンサーバと動作するため、 動作中の NXJ アプリ
ケーシ ョ ンの実行をモニタ、 管理することができます。

NXJ アプリケーシ ョ ンが、 予想外の結果を示したとき、 選択したポイン トで会話
的にアプリケーシ ョ ンの実行を一時停止するために NXJ デバッガを使用すること
ができます。 アプリケーシ ョ ンを停止している間に、 アプリケーシ ョ ンデザイナ
のデバッガパネルでアプリケーシ ョ ンのフォーム、 スク リプ トや変数の値を調べ
ることができます。 デバッグ目的に変数の値を作成したり出力したりする必要は
ありません。

例えば、 NXJデバッガで以下のようなことが実行できます。

• NXJ プログラ ミ ング言語変数の値の表示や変更

• フォーム、 データビュー、 コマンド、 フ ィールドプロパテ ィの値の表示や変
更

• 実行を停止するブレークポイン トの設定

• ステップや継続コマンドによる NXJ アプリケーシ ョ ンの実行を制御

• どのフォームが現在アクテ ィブであるかを認識

• どのメ ソ ッ ドまたはイベン トセクシ ョ ンが、 最新のユーザリクエス トに対し
て現在アクテ ィブであるかを認識

NXJ デバッガは、NXJ チュート リアルのレッスン 8 で実際に試してみることができ
ます。
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デバッグのプロセス

NXJ デバッガは アプリケーシ ョ ンデザイナ内で実行されます。

注 – 以前にカレン トのものと異なるアプリケーシ ョ ンサーバと一緒に NXJデバッ
ガを実行している場合、 デバッグサーバを停止させた後、 新しいデバッグサーバ
を開始しなければなりません。 アプリケーシ ョ ンサーバを開始、 または停止する
ためには、 アプリケーシ ョ ンサーバのツールを使用します。

一般的なデバッグのプロセスは、 以下のとおりです。

タスク  1:デバッグアプリケーシ ョ ンサーバが
開始されていることを確認する

NXJ デバッガはそれ自身のアプリケーシ ョ ンサーバのインスタンス （コン ト ロー
ルセンタによって使用されるものとは、 異なるアプリケーシ ョ ンサーバのインス
タンス） を使用します。 JBossの場合のアプリケーシ ョ ンサーバの開始についての
詳細は、 『Unify NXJ管理者ガイ ド』 の第 2章を参照して く ださい。

タスク  2: フォームがコンパイルされていることを確認する

デバッグ対象のフォームスクリプ トがコンパイルされていなければ、 Make コマン
ドを使ってコンパイルします。

タスク  3:最初のブレークポイン ト を設定する

ビジネスロジックが予想外の動作をしているフォームスク リプ トの場所に、 ブ
レークポイン ト を設定します。 ブレークポイン トは、 NXJ プログラ ミ ング言語ス
クリプ トのすべての実行可能行に設定できます。

ブレークポイン ト を設定するには、 スク リプ トエディ タでフォーム
スクリプ ト を開きます。 ブレークポイン ト を設定する行にカーソル
を置き、 デバッグ > ブレークポイン トの ON/OFF を選択するか、
ブレークポイン トの ON/OFF ボタンをク リ ッ クします。  ブレーク

ポイン トの
ON/OFF
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ブレークポイン トが設定されると、 スク リプ トエディ タ  ウィ ンドウの左側にブ
レークポイン トのマーカーが表示されます。

タスク  4:デバッグ >開始 を選択して NXJ デバッガを開始

NXJ インタラクシ ョ ンサーバは、 デバッグしない場合と同じようにアプリケー
シ ョ ンを起動します。 エン ト リ フォームが表示されるか、 複数のエン ト リ フォー
ムがある場合はメニューが表示されます。 

初めに開始 ボタンをク リ ッ クした後、 ドロップダウンリス トからフォーム名を選
択することで任意に、 プロジェ ク トのシングルフォームを NXJ デバッガで実行す
ることができます。

タスク  5: アプリケーシ ョ ンの実行を調査

フォーム内を移動し、 デバッグ対象となるイベン ト を指定します。 例えば、 検索
操作をモニタ したい場合、 関連するイベン トセクシ ョ ンにブレークポイン ト を設
定し、 い くつかの必要な検索条件を入力し、 検索 ボタンをク リ ッ クします。

ブレークポイン トが設定された行になると実行が停止します。 ブレークポイン ト
で実行が停止すると、 131 ページの 「アプリケーシ ョ ンデータの表示」 で説明され
ている方法でアプリケーシ ョ ンデータを調べることができます。 

ブレークポイン トマーカー
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デバッグ >継続 コマンドを選択し、 さらに次のブレークポイン トま
で実行します。

実行が停止している間、 スク リプ トエディ タウィ ン ドウに追加のブ
レークポイン ト を設定することができます。

また、 スク リプ トの実行中にアプリケーシ ョ ンを 1 ステップずつ実行することも
できます。 アプリケーシ ョ ンを 1 ステップずつ実行するには、 以下のコマンドを
使用します。

タスク  6:デバッグ セッシ ョ ンの終了

デバッグセッシ ョ ンは、 デバッグの中止 ボタンをク リ ッ クすると終
了します。

表 6-1 ステップコマンド

コマン ド 目的

ステップ

イン

次の実行可能 NXJ プログラ ミ ング言語文まで実行を継続します。 

ステップ

オーバー

次の実行可能 NXJ プログラ ミ ング言語文まで実行を継続します
が、 この NXJ プログラ ミ ング言語文がメソ ッ ド呼び出しの場合
は、 メ ソ ッ ドに介入せずに実行されます。 

ステップ

アウト

カレン トのイベン トセクシ ョ ンやメ ソ ッ ドの終了まで実行を継続

します。

継続

デバックの 
中止
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アプリケーシ ョ ンデータの表示

実行が停止されると、 ブラウザパネルのデバッガビューに次の 2 つのフォルダが
表示されます。

• Session Data 

• Call Stack

Session Data フォルダは、 フォームスタ ッ クの各
フォーム用のフォルダが含まれます。 これはユーザ
セッシ ョ ンで初期化されたフォームです。 最初に初
期化されたフォームはエン ト リポイン トのフォームでフォームエン ト リの一番上
にあり、 最後に初期化されたフォームは一番下にあります。

各フォームフォルダで、 フォームプロパテ ィ、 コマンド、 データビューやフ ィー
ルド クラス、 任意の開発者定義 Java あるいは NXJ変数を見ることができます。 (
また、 同じ名前のフォルダにグループ化されます )。 そのフォルダを開いて、 そこ
に納められた値を見ることができます。 例えば、 フォーム XReportの Properties 
フォルダにはフォームのカレン トプロパテ ィ設定が含まれています。
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Commands フォルダには、 すべての定義済みコマンド と開発者定義コマンドが含
まれています。

Field フォルダには、 フ ィールドの値とフ ィールドプロパテ ィの設定値が含まれて
います。

Call Stack フォルダは、 フォームに出された最も最近のユーザリクエス ト （検索、
新規のような） のカレン ト実行スタ ッ クを表示します。 Call Stack の各エン ト リ
は、 呼出しフレームです。 call stackは、 スタ ッ ク形式です。 つまり、 最後に呼び
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出されたメ ソ ッ ドが一番上に表示され、 その下に呼び出し元がエン ト リ と して表
示されます。 さらにその呼び出し元はその下のエン ト リ という具合に表示されて
いきます。

Call Stack をク リ ッ クすると最後のリクエス トの呼出しフレームがすべて表示され
ます。 エン ト リには、 フォーム名、 行番号、 実行コン ト ロールが現在停止してい
るメ ソ ッ ド名が表示されます。 フレームノードをク リ ッ クするとフレームが展開
し、 ローカル変数、 Java インスタンス変数 （static メ ソ ッ ド以外では “this” オブ
ジェ ク ト） などの変数が現れます。 一番下のエン ト リ （エン ト リが 1 つだけの場
合は一番上のエン ト リ と同じもの） は最後にアクテ ィブ化されたフォームのエン
ト リで、 実行が停止している行が表示されます。

編集可能なフォームのプロパテ ィ、 データビューまたはフ ィールドをツリーに表
示をして、 その上から新しい値を入力することで別の値を設定することができま
す。 さらに、 Java 基本型変数 (final 宣言されていない ) とフォームフ ィールド変数
も新しい値を入力することで設定できます。 Date フ ィールドに文字列を入力する
など間違った値を入力すると検証エラーが報告されます。
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Java基本型変数の値は 、 スク リプ トエディ タ  ウィ ンドウでも確認できます。 スク
リプ トエディ タの変数名にカーソルを置く と、 変数の値がツールチップで表示さ
れるので、 ここで確認します。
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データタイプ マッピング A
Unify NXJ では、 ターゲッ ト変数はデータベースのデータ タイプから対応する
Unify NXJ データ タイプに変換されます。 以下の表は、 サポート される各データ
ベースに対応するデフォルトのマッピングが示されています。

表 A-1 DB2データ タイプマッピング

DB2データ タイプ Unify NXJ データ タイプ
Decimal (n, 2) Amount 

BigInt
Decimal
Integer
SmallInt

Numeric

Double
Real

Float

Date
Huge Date

Date

Time Time

TimeStamp DateTime

Char
Varchar

String

Char for bit data
Varchar for bit data
Long Varchar for bit data
BLOB

Binary

Long Varchar
CLOB

Text

List
Set
Multiset

Not mapped
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表 A-2 IBM Informix Dynamic Server データイプマッピング

Informix データ タイプ Unify NXJ データ タイプ
Money Amount

Integer
Numeric
Serial
Small Int

Numeric

Decimal
Float
Real
Small Float

Float

Date
DateTime

DateTime

Interval
NVarchar
NChar
char
Varchar

String

Byte
BLOB

Binary

Text
CLOB

Text

Set
List
Multiset

Not mapped
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表 A-3 MS SQL データ タイプマッピング

MS SQLデータ タイプ Unify NXJ データ タイプ
Money
SmallMoney
Decimal(n,2)
Numeric (n,2) 

Amount

Decimal
Int
Numeric
SmallInt
Tinyint
BigInt

Numeric

Real
Float

Float

SmallDateTime
DateTime

DateTime

char
Varchar

String

Bit Bool

Binary
Image
Varbinary

Binary

Text Text

Timestamp Not mapped
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表 A-4 ORACLE データ タイプマッピング

ORACLE データイプ Unify NXJ データ タイプ
NUMBER(X,2) Amount 

NUMBER(X,0)
DECIMAL
INTEGER, SMALLINT 

Numeric

NUMBER(X,Y) Float

DATE (date-time) DateTime

No default conversion to TIME Time

(Char) 1
VARCHAR, 
VARCHAR2 (Version 7 only)1

String

BLOB
LONG RAW
RAW

Binary

CLOB
LONG RAW

Text

1 ORACLE バージ ョ ン 6 の CHARデータタイプと ORACLE バージ ョ ン 7の VARCHARデータタイプは同等です。
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表 A-5 Sybase データ タイプマッピング

Sybase データ タイプ Unify NXJ データ タイプ
SmallMoney
Money

Amount

SmallInt
Decimal(x, 0)
Int
TinyInt
Numeric(x, 0)

Numeric

Decimal(x, y)
Numeric(x, y)
Real
Double Precision
Float

Float

SmallDatetime
Datetime

DateTime

Char
nchar
nvarchar
Varchar

String

Bit Bool

Text Text

Timestamp Not mapped

Varbinary
Binary

Binary

Image Binary (2 GB)
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表 A-6 Unify DataServer データタイプマッピング

Unify DataServerデータ タイプ Unify NXJ データ タイプ
AMOUNT
HUGE AMOUNT
CURRENCY 

Amount

FLOAT Float

Numeric(x)
SMALLINT
INTEGER
HUGE INTEGER

Numeric 

DATE, HUGE DATE Date

TIME Time

CHAR(n) String

TEXT Text

BINARY Binary
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